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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

日
本
の
高
市
早
苗
首
相
に
よ

る
初
の
訪
米
を
め
ぐ
り
、
米
主

要
メ
デ
ィ
ア
は
ど
こ
も
日
米
同

盟
強
化
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ

も
、
そ
の
意
味
づ
け
や
評
価
に

は
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　

リ
ベ
ラ
ル
系
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
、
訪
米
そ
の

も
の
を
単
独
の
大
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
扱
う
よ
り
も
、
米
外
交
全

体
の
中
で
日
本
を
位
置
づ
け
る

傾
向
が
強
い
。
報
道
の
焦
点
は

首
脳
会
談
の
成
否
で
は
な
く
、

対
中
戦
略
や
中
東
情
勢
な
ど

「
世
界
秩
序
の
中
で
日
本
が
果

た
す
役
割
」
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
日
本
が
米
国
の
対
イ
ラ

ン
政
策
や
安
全
保
障
戦
略
に
ど

こ
ま
で
踏
み
込
む
か
が
重
要
論

点
と
な
っ
て
お
り
、同
盟
の「
負

担
分
担
」
と
「
軍
事
的
役
割
拡

大
」
が
分
析
の
軸
と
な
っ
て
い

る
。

　

一
方
、
リ
ベ
ラ
ル
・
中
道
系

の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
は
高

市
政
権
を
評
価
す
る
論
調
が
目

立
つ
。
同
紙
は
高
市
首
相
の
選

挙
勝
利
に
つ
い
て
「
米
国
に
と

っ
て
良
い
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
、

防
衛
費
増
額
や
軍
事
能
力
強
化

を
歓
迎
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い

た
。さ
ら
に
訪
米
に
つ
い
て
も
、

対
中
抑
止
を
軸
と
し
た
同
盟
強

化
の
具
体
化
と
位
置
づ
け
、「
中

国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
実
務
的

パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
日
本
を

評
価
す
る
視
点
が
強
い
。

　

保
守
系
の
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ

ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
安
全
保

障
・
経
済
の
実
務
面
に
重
点
を

置
く
。
報
道
で
は
日
米
関
係
を

「
黄
金
時
代
」
と
表
現
し
、
防

衛
費
増
額
や
投
資
、
資
源
協
力

な
ど
具
体
的
成
果
に
焦
点
を
当

て
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
高

市
首
相
の
強
硬
な
対
中
姿
勢
が

国
内
支
持
を
得
た
点
に
も
注
目

し
、
日
本
の
政
策
転
換
を
「
現

実
的
な
安
全
保
障
対
応
」
と
し

て
肯
定
的
に
描
く
傾
向
が
あ

る
。

　

高
市
首
相
の
訪
米
に
つ
い
て

は
、
リ
ベ
ラ
ル
系
は
慎
重
で
抑

制
的
、
保
守
系
は
歓
迎
・
評
価

と
温
度
差
が
あ
る
。
通
信
社
の

ロ
イ
タ
ー
と
Ａ
Ｐ
は
そ
の
中
間

で
能
力
や
政
策
を
客
観
的
に
評

価
す
る
報
道
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
テ
レ
ビ
・
メ
デ
ィ
ア

で
も
見
ら
れ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
近
く
、

「
高
市
首
相
訪
米
は
重
要
だ
が

リ
ス
ク
も
あ
る
」
と
慎
重
姿
勢

の
一
方
、
Ｆ
Ｏ
Ｘ
は
「
強
い
同

盟
国
・
頼
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
明
確
に
高
市
首
相
を
評
価
し

て
い
る
。
高
市
政
権
が
進
め
る

防
衛
費
増
額
、
対
中
強
硬
、
同

盟
強
化
と
い
う
の
は
一
部
の
リ

ベ
ラ
ル
系
が
慎
重
姿
勢
を
示
し

て
い
る
が
、
総
じ
て
評
価
さ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の

３
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
高
市

首
相
訪
米
の
報
道
は
ほ
と
ん
ど

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
米

国
内
の
一
般
視
聴
者
に
と
っ
て

は
そ
れ
ほ
ど
関
心
が
あ
る
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

イ
ラ
ン
戦
争
が
３
週
間
目
に
突

入
し
、
世
界
の
関
心
事
は
石
油

タ
ン
カ
ー
の
要
衝
と
な
っ
て
い

る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
に
よ

る
世
界
経
済
へ
の
深
刻
な
影
響

だ
。
17
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
呼
び
か
け
に
よ
る
集
団

護
衛
艦
船
の
派
遣
に
対
し
て
、

ド
イ
ツ
が
「
こ
の
戦
争
に
は
関

わ
ら
な
い
」
と
し
て
艦
船
派
遣

を
拒
否
、
フ
ラ
ン
ス
も
警
護
の

必
要
性
は
認
め
る
が
あ
く
ま
で

戦
闘
が
終
結
し
て
か
ら
と
い
う

条
件
つ
き
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
既
に

勝
っ
て
い
る
戦
争
の
先
勝
国
の

尻
馬
に
乗
っ
て
も
ら
わ
な
く
て

い
い
。
支
援
は
い
ら
な
い
」
と

欧
州
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
及
び
腰
に

不
満
を
表
明
し
て
い
る
。

　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
現
状
で
は

日
本
の
国
内
法
で
海
上
自
衛
隊

の
護
衛
艦
船
派
遣
は
難
し
い
。

そ
の
中
で
ど
う
高
市
首
相
は
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
と
折
り
合
い
を

つ
け
る
の
か
。
一
方
で
日
本
と

歴
史
的
に
友
好
関
係
に
あ
る
イ

ラ
ン
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
の
要
請

に
は
従
わ
な
く
て
も
日
本
の
タ

ン
カ
ー
を
安
全
に
通
過
さ
せ
る

方
法
は
あ
る
と
揺
さ
ぶ
り
を
か

け
て
い
る
。
日
本
国
内
の
中
に

も
「
同
盟
国
に
な
ん
の
事
前
連

絡
も
な
く
勝
手
に
戦
争
を
始
め

て
お
い
て
、
問
題
が
出
た
ら
助

け
て
欲
し
い
と
い
う
の
は
何
な

の
か
」（
杉
山
元
駐
米
大
使
）

と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
米
国
に
聞
こ
え
て
く
る
。

　

19
日
の
高
市
・
ト
ラ
ン
プ
日

米
首
脳
会
談
は
、
世
界
が
注
視

す
る
な
か
で
の
開
催
。「
日
米

同
盟
」
の
真
価
が
問
わ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
外
交
力
そ

の
も
の
を
世
界
に
示
す
歴
史
的

な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
も

な
り
、
会
談
後
の
米
論
調
が
今

後
ど
う
展
開
す
る
の
か
が
注
目

さ
れ
る
。（
関
連
記
事
５
面
、

視
座
点
描
な
ど
）

聖
パ
ト
リ
ッ
ク

デ
ー
春
の
笑
顔

高
市
首
相
が
初
来
米

米
国
大
手
メ
デ
ィ
ア
に
温
度
差

　

セ
ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
デ
ー
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
た
聖
人
の
命
日
で
カ
ト
リ
ッ

ク
の
祭
日
。17
日
、世
界
最
大
の
パ
レ
ー
ド
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
五
番
街
で
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

東
海
岸
の
高
校
生
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
系
出
身
者
の
多
い
同
市
の
警
察
官
、
消
防

士
た
ち
も
制
服
や
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん
で
誇
ら
し

げ
に
行
進
し
た
。
出
番
待
ち
の
側
道
で
待
機
す
る
バ

ト
ン
の
少
年
も
笑
顔
が
眩
し
い
。

　（
17
日
午
前
11
時
、五
番
街
近
く
の
45
丁
目
で
、写
真
・

三
浦
良
一
）

http://newyork-apartment-realestate.com
http://ymcatfv.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


2026年（令和 8年）3月 21日（土） ［総　合］　　（2  ）
　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
電
車
で

お
よ
そ
30
分
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ

ス
タ
ー
に
、
ハ
ド
ソ
ン
川
を
望

む
美
し
い
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
で
き
た
。

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ

ス
が
、
昨
年
秋
に
ヨ
ン
カ
ー
ス

の
駅
前
徒
歩
３
分
の
ハ
ド
ソ
ン

川
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
た
シ

ー
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン 

「Sea 
Fire Grill W

estchester

」 

だ
。

川
面
の
向
こ
う
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
広
が

り
、
都
会
の
喧
騒
か
ら
少
し
離

れ
た
落
ち
着
い
た
時
間
を
楽
し

め
る
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

近
郊
か
ら
は
車
で
訪
れ
や
す

く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
週
末
の
食

     

事
や
記
念
日
に
も
使
い
勝
手
の

よ
い
店
だ
。

　

店
の
魅
力
は
、
ま
ず
新
鮮
な

魚
介
。
生
ガ
キ
や
シ
ー
フ
ー
ド

が
並
ぶ
ロ
ー
バ
ー
は
評
判
が
高

く
、
シ
ー
フ
ー
ド
好
き
に
は
見

逃
せ
な
い
。
料
理
は
素
材
の
良

さ
を
生
か
し
た
シ
ン
プ
ル
で
洗

練
さ
れ
た
仕
上
が
り
で
、
ロ
ブ

ス
タ
ー
を
使
っ
た
イ
カ
墨
パ
ス

タ
＝
写
真
下
49
ド
ル
＝
や
グ
リ

ル
ド
・
カ
ラ
マ
リ
な
ど
が
人
気

メ
ニ
ュ
ー
。
モ
ン
ト
ー
ク
・
ソ

ー
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
カ
ジ
キ
マ

グ
ロ
）
の
ス
テ
ー
キ
、さ
ら
に
、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
自
慢
の
Ｕ
Ｓ
Ｄ

Ａ
プ
ラ
イ
ム
の
ド
ラ
イ
エ
イ
ジ

オ
ー
ナ
ー
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
プ
ロ
ブ
カ
イ
氏
（
左
）
と
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
シ
ナ
ナ
ー

ジ
氏
（
中
央
）、
総
支
配
人
の
ビ
ク
タ
ー
・
デ
ド
ゥ
シ
ャ
ジ
氏

   SEA FIRE GRILL
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ハ
ド
ソ
ン
川
の
眺
め
と
味
わ
う
上
質
シ
ー
フ
ー
ド

ン
グ
・
ス
テ
ー
キ
も
用
意
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
フ
＆
タ
ー
フ
＝

写
真
上
（
時
価
）
＝
は
海
の
幸

と
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
肉
料
理
の

両
方
を
一
度
に
味
わ
え
る
。
ま

た
土
日
の
ラ
ン
チ
に
は
3
コ
ー

ス
45
ド
ル
と
い
う
手
頃
な
デ
ィ

ー
ル
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

店
内
は
モ
ダ
ン
で
上
品
な
雰

囲
気
。
大
き
な
窓
か
ら
ハ
ド
ソ

ン
川
の
景
色
が
広
が
り
、
夕
暮

れ
時
に
は
水
面
に
映
る
光
が
印

象
的
だ
。
小
さ
な
バ
ル
コ
ニ
ー

も
あ
り
、
写
真
を
撮
る
に
も
絶

好
の
ス
ポ
ッ
ト
。
デ
ー
ト
や
家

族
と
の
デ
ィ
ナ
ー
、
友
人
と
の

食
事
、
あ
る
い
は
バ
ー
で
の
ハ

ッ
ピ
ー
ア
ワ
ー
に
も
向
い
て
い

る
。
サ
ー
ビ
ス
は
フ
レ
ン
ド
リ

ー
で
目
配
り
が
行
き
届
き
、
料

理
や
ワ
イ
ン
の
説
明
も
丁
寧
。

料
理
の
質
と
雰
囲
気
を
考
え
れ

ば「
値
段
以
上
の
価
値
が
あ
る
」

と
感
じ
る
客
も
多
い
よ
う
だ
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
少
し
足

を
伸
ば
す
だ
け
で
、
川
辺
の
景

色
と
と
も
に
ゆ
っ
た
り
と
食
事

を
楽
し
め
る
一
軒
。

　

料
理
と
ワ
イ
ン
、
そ
し
て
ハ

ド
ソ
ン
川
の
眺
め
が
そ
ろ
っ
た

夜
は
、
き
っ
と
忘
れ
が
た
い
時

間
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

夏
に
か
け
、
夕
暮
れ
時
に
は
ハ

ド
ソ
ン
川
の
水
面
が
黄
金
色
に

染
ま
り
、
テ
ラ
ス
席
の
人
気
も

高
く
な
る
。

　

近
く
船
着
場
も
設
置
さ
れ
、

対
岸
に
見
え
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
の
高
級
住
宅
地
ア
ル
パ
イ

ン
と
を
ウ
ォ
ー
タ
ー
タ
ク
シ
ー

で
結
ぶ
と
い
う
計
画
も
あ
る
。

日
本
企
業
の
接
待
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
連
れ
の
食
事
会
、
友

人
と
の
会
食
や
女
子
会
に
も
ぜ

ひ
覚
え
て
お
き
た
い
新
た
な
名

所
だ
。　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

　

日
本
の
テ
レ
ビ
番
組
で
も
特

集
が
組
ま
れ
た
札
幌
市
の
ラ

ー
メ
ン
店Japanese Ramen 

Noodle Lab Q

の
店
主
、
平

岡
寛
視
氏
が
今
月
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
２
店
で
期

間
限
定
で
自
慢
の
ラ
ー
メ
ン
を

提
供
す
る
。

　

平
岡
氏
は
２
０
１
４
年
に
同

店
を
開
業
し
た
。
北
海
道
産
の

豚
骨
、
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ラ
ン
ド

地
鶏
、
昆
布
を
ベ
ー
ス
に
し
た

「
淡
麗
系
」
ラ
ー
メ
ン
は
21
年

に
ラ
ー
メ
ン
激
戦
区
で
あ
る
北

海
道
の
ラ
ー
メ
ン
ウ
ォ
ー
カ
ー

総
合
1
位
に
選
ば
れ
た
。
今
月

21
、
22
、
28
、
29
日
は
フ
ラ
ッ

ト
ア
イ
ア
ン
地
区
の
現
代
懐
石

料
理
「
叶
和
」（
西
26
丁
目
36

番
地
）
で
、
白
井
雅
也
シ
ェ
フ

と
共
に
ラ
ー
メ
ン
懐
石
を
振
舞

う
。
温
冷
の
２
種
類
の
ラ
ー
メ

ン
を
含
む
コ
ー
ス
は
カ
ウ
ン
タ

ー
席
で
１
２
５
ド
ル
、
テ
ー
ブ

ル
席
で
は
75
ド
ル
と
な
っ
て
い

る
。
第
２
弾
は
３
月
30
日
か
ら

４
月
４
日
ま
で
、
焼
鳥
ラ
ー
メ

ン
居
酒
屋NONONO

（
マ
ジ

ソ
ン
街
１
１
８
番
地
）
で
、
ラ

ン
チ
と
デ
ィ
ナ
ー
で
ア
ラ
カ
ル

ト
で
注
文
で
き
る
。

　

同
店
の
調
理
チ
ー
ム
と
コ

ラ
ボ
し
た
鶏
ベ
ー
ス
の
ラ
ー

メ
ン
は
、
平
岡
氏
が
日
本
に

帰
国
後
も
味
わ
え
る
。
各
店

舗
の
詳
細
は
、
叶
和https:// 

w
w

w
.tow

anyc.com

、

NONONO
はhttps://www.

nonononyc.com
を
参
照
す

る
。

北
海
道
１
位
の
ラ
ー
メ
ン
店

期間限定
NYで提供

　

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
京

都
を
拠
点
に
活
躍
し
た
陶
芸
作

家
・
河
井
寬
次
郎
（
１
８
９
０

〜
１
９
６
６
年
）
の
海
外
で
初

と
な
る
単
独
展
覧
会
「 House 

to House

」
が
５
月
10
日
（
日
）

ま
で
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
Ｊ
Ｓ
：

東
47
丁
目
３
３
３
番
地
）
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　

河
井
は
１
９
２
０
年
代

な
か
ば
、
哲
学
者
・
柳
宗

悦
（
１
８
８
９
〜
１
９
６
１

年
）
や
陶
芸
家
・
浜
田
庄
司

（
１
８
９
４
〜
１
９
７
８
年
）

ら
と
共
に
日
本
の
民
芸
運
動
を

創
設
し
た
影
響
力
あ
る
人
物
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同
展
で

は
、
京
都
に
あ
る
河
井
寬
次
郎

記
念
館
か
ら
陶
芸
や
木
彫
を
は

じ
め
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
代

表
作
１
３
０
点
を
展
示
。
初
期

の
実
用
陶
器
か
ら
晩
年
の
モ
ダ

ニ
ズ
ム
木
彫
作
品
に
至
る
変
遷

を
た
ど
り
、
河
井
が
日
本
お
よ

び
世
界
の
現
代
美
術
に
与
え
た

深
遠
な
影
響
を
探
求
す
る
。

　

入
場
料
は
一
般
15
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
10
ド
ル
、
16
歳
以

下
は
無
料
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://japansociety.

org/gallery/kawai-kanjiro-
house-to-house/

を
参
照
。

陶
芸
作
家
・
河
井
寬
次
郎

Ｎ
Ｙ
展
５
月
10
日
ま
で

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

https://japanphilly.org/programs/festivals/cbf-2026/
https://w
https://theseafiregrill.com/
https:// www.towanyc.com
https://www.nonononyc.com
https://japansociety.org/gallery/kawai-kanjiro-house-to-house/
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昨
年
、
ア
ー
ト
・
ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ツ
・
リ
ー
グ
は
創
立

１
５
０
周
年
を
迎
え
た
。
戦
後

の
ア
メ
リ
カ
ン
ア
ー
ト
を
代
表

す
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ

ク
、
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ウ
シ
ェ
ン

バ
ー
グ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
オ
キ

ー
フ
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ロ
ー
ゼ

ン
ク
イ
ス
ト
、
日
本
か
ら
は
高

村
光
太
郎
、
国
吉
康
雄
な
ど
が

在
籍
し
た
米
屈
指
の
名
門
美
術

学
校
だ
。

　

１
９
７
７
年
に
同
校
に
留
学

し
た
野
田
正
明
は
、
リ
ト
グ
ラ

フ
を
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

就
任
し
た
ば
か
り
の
マ
イ
ケ

ル
・
ペ
レ
テ
ィ
エ
リ
か
ら
、
エ

ッ
チ
ン
グ
を
マ
イ
ケ
ル
・
ポ

ン
ス
・
デ
・
レ
オ
ン
に
学
び
、

翌
年
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
カ
ー
ス

テ
ィ
ア
ー
ズ
奨
学
金
を
得
て

１
９
８
１
年
ま
で
在
籍
し
た
。

当
時
同
校
に
は
、
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
の
ク
ラ
ス
は
な
か
っ
た

の
で
、
チ
ャ
イ
ナ
・
タ
ウ
ン
の

ロ
フ
ト
で
自
主
制
作
し
て
い
た

と
い
う
。

　

現
在
、
同
校
で
「
ア
ブ
ス
ト

ラ
ク
ト
・
ペ
ー
パ
ー
（Abstract 

on Paper

）」
展
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
展
示
作
品
10
点
の
う

ち
野
田
の
リ
ト
グ
ラ
フ
の
作

品
「Untitled

」（
１
９
７
８

年
）
＝
写
真
右
上
＝
と
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
の
作
品「
エ
コ
ー
」

（
２
０
０
１
年
）
＝
同
下
＝
の

２
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
、

　

版
画
家
と
し
て
在
学
中
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
、

ボ
ス
ト
ン
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
、
テ
キ
サ
ス
で
個
展
を
開
催

し
、
国
際
コ
ン
ペ
で
も
数
々
の

賞
を
受
賞
し
て
こ
と
か
ら
異
例

の
扱
い
を
さ
れ
る
の
も
当
然
と

い
え
ば
当
然
で
、
１
９
７
９
年　

第
31
回
ボ
ス
ト
ン
全
米
版
画
展

で
、
買
い
上
げ
賞
受
賞
、
10
軒

の
画
廊
か
ら
オ
フ
ァ
ー
を
受

け
、
全
米
各
都
市
で
個
展
を
開

催
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
主
要
美
術
館
で
あ
る
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
グ
ッ
ゲ
ン
ハ

イ
ム
、
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
の
推
薦
を
受

け
82
年
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
永
住
権
を
取
得
。

　

２
０
１
２
年
に
刊
行
さ
れ

た
同
校
の
歴
史
「A History 

in Art - A Timeline of The 
Art Students League of 
New York 1875-2012

」
で

１
３
７
年
間
の
歴
代
の
代
表
作

家
で
あ
る
ポ
ロ
ッ
ク
、
ロ
ス

コ
、
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド

ら
と
共
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
は
「Modern 

Printmaking

」（
３
１
０
ペ
ー

ジ
）
で
野
田
作
品
や
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
制
作
プ
ロ
セ
ス
が
６

ペ
ー
ジ
に
及
ん
で
掲
載
さ
れ
る

な
ど
華
々
し
い
経
歴
だ
。
ア
メ

リ
カ
版
画
作
家
協
会
（
Ｓ
Ａ
Ｇ

Ａ
）
副
会
長
・
審
査
員
。
展
示

は
５
月
24
日
ま
で
。　
（
三
浦
）

ア
ー
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・
リ
ー
グ
が
誇
る
版
画
展
に
２
作
品

70 年代に来米した
日本人芸術家

野田 正明さん
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こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　
　

日に
ほ
ん本

へ
来き

た
外

が
い
こ
く国

の
方か

た
が
、
楽た

の
し
み
に
し
て

い
る
乗の

り
物も

の
の
一ひ

と
つ
が

新し
ん
か
ん
せ
ん

幹
線
で
す
。
新

し
ん
か
ん
せ
ん

幹
線

は
と
て
も
速は

や
く
、
時じ

か
ん間

も
正せ

い
か
く確

で
す
。
ま
た
、

車し
ゃ
な
い

内
も
と
て
も
清せ

い
け
つ潔

で

す
。
東

と
う
き
ょ
う
え
き

京
駅
な
ど
で
は

清せ
い
そ
う

掃
ス
タ
ッ
フ
が
短

み
じ
かい

時じ
か
ん間

で
車し

ゃ
な
い内

を
完か

ん
ぜ
ん全

に
き

れ
い
に
掃そ

う
じ除

し
ま
す
。
こ

れ
は
「
7
分ふ

ん
か
ん

間
の
奇き

せ
き跡

」

と
呼よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
仕し

ご
と事

の
前ぜ

ん
ご後

に
お

辞じ
ぎ儀

を
す
る
姿

す
が
たに

も
日に

ほ
ん本

ら
し
さ
を
感か

ん
じ
ら
れ
ま

す
。

　

座ざ
せ
き席

は
向む
き
を
変か
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
向む
か

新し
ん
か
ん
せ
ん

幹
線
の
旅た
び
を
楽た
の
し
も
う

日に
ほ
ん本
の
時じ
か
ん間
と
マ
ナ
ー

暑あ
つ
さ
寒さ
む
さ
も
彼ひ
が
ん岸
ま
で

・正確（せいかく）： punctual / accurate
・清潔（せいけつ）： clean
・掃除（そうじ） ：cleaning
・奇跡（きせき）： miracle
・お辞儀（お = じぎ） ：bow
・座席（ざせき） ：seat
・駅弁（えきべん）： boxed meal sold at train stations　/ 
 Shinkansen onboard bento box
・お彼岸（お＝ひがん）：  equinoctial week
・春分の日（しゅんぶん＝の＝ひ）：spring equinox day
・極楽浄土（ごくらくじょうど）：Buddhist Paradise、
 Pure land
・この世とあの世（この＝よ
とあの＝よ）：This world, 
 the next world
・墓参り（はかまい＝り）：
 Visiting a grave. Ohigan 
 is a time to honor our 
 ancestors and 
 visit their graves
・「暑さ寒さも彼岸まで」の
 直訳的英語　：Summer
 heat or winter cold 
 doesn’t last after
　 the equinox. 　

い
合あ
わ
せ
に
座す

わ
っ
て
駅え

き
で

販は
ん
ば
い

売
し
て
い
る
「
駅え

き
べ
ん弁

」

や
ビ
ー
ル
を
買か

っ
て
楽た

の

し
む
姿

す
が
たも

見み

ら
れ
ま
す
。

快か
い
て
き

適
で
楽た

の
し
い
車し

ゃ
な
い内

で
す

が
、
静し

ず
か
に
過す
ご
す
こ
と

が
大た

い
せ
つ切

な
マ
ナ
ー
で
す
。

周ま
わ

り
の
人ひ

と
を
思お

も
い
や
る

心こ
こ
ろも

、
新

し
ん
か
ん
せ
ん

幹
線
に
は
乗の

っ
て
い
る
の
で
す
。

（
長
久
保
美
奈
、
マ
ナ
ー

講
師
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

　

冬ふ
ゆ

の
厳き

び
し
い
寒さ

む
さ
も
3

月
の
お
彼ひ

が
ん岸

（
春

し
ゅ
ん
ぶ
ん

分
の
日ひ

を
含ふ

く
む
７
日か

か
ん間

）
を
境

さ
か
いに

、

暖あ
た
たか

く
な
っ
て
い
く
も
の
。

季き
せ
つ節

の
変か

わ
り
目め

を
伝つ

た
え

る
と
同ど

う
じ時

に
、
厳き

び
し
い

気き
こ
う候

を
苦く

な
ん難

に
例た

と
え
て
「
こ

れ
を
乗の

り
切き

れ
ば
、
ラ
ク

に
な
る
」
と
い
う
精

せ
い
し
ん
て
き

神
的

な
支さ

さ
え
に
な
る
言こ

と
ば葉

で
す
。

「
今い

ま
の
苦く

る
し
さ
は
い
つ
ま
で

も
続つ

づ
か
な
い
よ
。
あ
と
少す

こ

し
！ 

暑あ
つさ

寒さ
む

さ
も
彼ひ

が
ん岸

ま

で
だ
」
な
ど
と
使つ

か
い
ま
す
。

な
お
、
彼ひ

が
ん岸

と
は
仏

ぶ
っ
き
ょ
う教

で
「
こ
の
世よ

と
あ
の
世よ

の

間あ
い
だに

流な
が

れ
る
川か

わ
の
向む

こ
う

側が
わ」、

つ
ま
り
先せ

ん
ぞ祖

が
い
る

極ご
く
ら
く
じ
ょ
う
ど

楽
浄
土
で
す
。
日に

ほ
ん本

で

は
、
春は

る
と
秋あ

き
の
お
彼ひ

が
ん岸

に

家か
ぞ
く族

で
墓は

か
ま
い参

り
に
行い

く
こ

と
が
年

ね
ん
ち
ゅ
う
ぎ
ょ
う
じ

中
行
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
３
月
６

日
、、
日
本
語
学
習
者
優
秀
賞

授
賞
式
が
開
催
さ
れ
た
。
授
賞

式
は
Ｎ
Ｊ
日
本
語
教
師
会
主

催
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
東
ア

ジ
ア
研
究
部
、テ
ン
プ
ル
大
学
、

丸
善
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
、
講
談
社
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
マ
ル
イ
チ
、Enny.inc 

の

協
賛
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事

館
か
ら
島
津
副
領
事
と
相
広
報

セ
ン
タ
ー
長
が
来
賓
と
し
て
出

席
し
、
受
賞
者
を
祝
福
す
る
と

と
も
に
、
日
本
語
学
習
を
通
じ

た
国
際
交
流
の
重
要
性
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　

受
賞
者
は
Ｎ
Ｊ
の
現
地
校
で

日
本
語
学
習
者
を
表
彰

Ｎ
Ｊ
日
本
語
教
師
会
が
主
催

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で　

　

米
情
報
誌
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
に

よ
る
と
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
チ
ュ

ー
ハ
イ
・
ブ
ラ
ン
ド
「
１
９
６

（
イ
チ
キ
ュ
ー
ロ
ク
）」
は
今
月

27
日
、
東
京
の
夜
を
想
像
さ
せ

る
一
夜
限
り
の
コ
ン
ビ
ニ
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
ロ
ウ
ア
ー
・
イ
ー

ス
ト
サ
イ
ド
で
開
催
す
る
。
同

イ
ベ
ン
ト
「
コ
ン
ビ
ニ
・
バ
ッ

ク
ル
ー
ム
」
の
会
場
（
バ
ワ
リ

ー
１
６
９
番
地
）
は
、
東
京
の

ク
ラ
ブ
シ
ー
ン
と
、
真
夜
中
に

灯
る
コ
ン
ビ
ニ
の
明
か
り
を
テ

ー
マ
に
し
、
棚
に
は
お
馴
染
み

の
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ナ
ッ
ク
、
冷

蔵
庫
に
は
同
ブ
ラ
ン
ド
の
缶
チ

ュ
ー
ハ
イ
が
並
ぶ
。
午
後
７
時

か
ら
11
時
ま
で
。21
歳
以
上（
Ｉ

Ｄ
持
参
）。

日
本
語
を
学
習
し
て
い
る
高
校

生
・
大
学
生
で
、
各
校
の
日
本

語
教
師
の
推
薦
に
よ
り
選
ば

れ
、
日
頃
の
学
習
成
果
を
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
で
発
表
。
学
生
ら

は
日
本
語
を
学
ぶ
意
義
や
楽
し

さ
、
日
本
文
化
へ
の
興
味
な
ど

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験

を
交
え
な
が
ら
語
り
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
集
ま

り
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
始
ま
っ
た
日
米
ソ
ー

シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｉ
）
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
茶
話

会
」
が
、
4
月
6
日(

月)

に

第
２
５
０
回
を
迎
え
る
。
こ
の

会
は
、
外
出
自
粛
が
続
く
中
で

も
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
シ
ニ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
孤
立
す
る

こ
と
な
く
、
互
い
に
つ
な
が
り

を
感
じ
ら
れ
る
交
流
の
場
を
作

り
た
い
と
い
う
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の

望
月
良
子
理
事
長
の
思
い
か
ら

２
０
２
０
年
に
ス
タ
ー
ト
。
電

話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
近

況
を
報
告
し
合
い
、
家
で
の
時

間
を
楽
し
く
過
ご
す
コ
ツ
を
分

か
ち
合
う
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
大
切
な
交
流
の
場
と
な

っ
た
。
対
面
で
の
月
例
茶
話
会

が
再
開
し
た
現
在
も
、
遠
方
在

住
者
や
外
出
が
難
し
い
人
を
中

心
に
、
引
き
続
き
全
て
の
シ
ニ

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
を
対

象
に
週
に
１
度 (

月
曜
の
午
後

1
時
半
か
ら
2
時
半
ま
で) 

開

催
し
て
い
る
。

　

4
月
6
日
は
こ
の
大
き
な
節

目
を
記
念
し
て
、
参
加
者
全
員

に
記
念
品
を
贈
呈
す
る
（
後

日
発
送
）。
初
参
加
も
歓
迎
す

る
。
茶
話
会
参
加
前
に
シ
ニ
ア

メ
ン
バ
ー
登
録
が
必
要
。
申
し

込
み
はhttps://forms.gle/

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
茶
話
会

２
５
０
回
記
念
４
月
６
日
に
開
催

　

Ｎ
Ｙ
市
行
政
業
務
局
（
Ｄ
Ｃ

Ａ
Ｓ
）
は
６
日
、
庁
舎
を
含
む

歴
史
的
な
公
共
施
設
を
結
婚
式

や
パ
ー
テ
ィ
の
イ
ベ
ン
ト
に
貸

し
出
す「
ホ
ー
ル
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・

シ
テ
ィ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

を
更
新
し
た
こ
と
を
発
表
し

た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ソ
ラ
ン

ジ
ュ
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
パ
ラ
バ

ル
・
グ
ル
ン
を
含
む
著
名
人
の

ほ
か
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ

ク
ス
な
ど
の
大
手
企
業
、
ド
ラ

マ
「
ロ
ー
＆
オ
ー
ダ
ー
」、
マ

ー
ベ
ル
の
「
デ
ア
デ
ビ
ル
」「
ス

パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」
の
制
作
チ
ー

ム
も
ロ
ケ
地
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。

　

ユ
メ
・
キ
タ
セ
イ
（
北
清
夢
）

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｓ
局
長
は
「
サ
ロ
ゲ
ー

ト
・
コ
ー
ト
（
遺
言
検
認
裁
判

所
）
で
の
結
婚
式
や
ツ
イ
ー
ド

裁
判
所
で
ガ
ラ
・
デ
ィ
ナ
ー
な

ど
、
市
民
に
Ｎ
Ｙ
市
の
公
共
建

物
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し
て

も
ら
い
、
忘
れ
ら
れ
な
い
イ
ベ

ン
ト
を
想
定
し
て
も
ら
え
る

だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
施
設
と

詳
細
はhttps:// storymaps.

arcgis.com/stories/94c26
7a3cb694a67a698d22f0
4fc5ebf

を
参
照
す
る
。
例
え

ば
１
９
０
７
年
完
成
の
サ
ロ

ゲ
ー
ト
・
コ
ー
ト
（
チ
ャ
ン

バ
ー
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
31
番

地
）
の
場
合
、
最
高
４
０
０
人

収
容
可
能
で
、
利
用
料
金
は
、

最
も
高
額
の
個
人
の
場
合
は

１
万
２
０
０
０
ド
ル
、
非
営

利
目
的
は
１
万
２
０
０
ド
ル

と
な
っ
て
い
る
。

一
般
市
民
に
貸
し
出
し

Ｎ
Ｙ
市
が
公
共
施
設
を

fnM
BtJDL9uEqm2p8A

か

ら
。
締
め
切
り
は
新
規
シ
ニ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
登
録
希

望
者
は
3
月
26
日(

木)

、
現

メ
ン
バ
ー
は
4
月
3
日(

金)

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

（
内
線
１
）、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル 

info@jassi.org 

ま
で
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会
は
21

日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
ま
で
恒
例
の
バ

ザ
ー
を
開
催
す
る
。
日
本
の

食
べ
物
、
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ

ー
、
新
し
い
物
、
古
い
物
、
日

本
の
瀬
戸
物
、
日
用
品
な
ど
が

購
入
で
き
る
。
当
日
は
、
武

道
と
僧
太
鼓
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
入
場

無
料
。
会
場
は
リ
バ
ー
サ
イ

ド
・
ド
ラ
イ
ブ
３
３
２
番
地

（
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

１
０
５
丁
目
と
１
０
６
丁
目

の
間
）。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
７
８
・
０
３
０
５
、

詳

細

はhttp:w
w
w.

newyorkbuddhistchurch.
org

 

Ｎ
Ｙ
仏
教
会
で
バ
ザ
ー
開
催

   

21
日
（
土
）
瀬
戸
物
な
ど

東
京
真
夜
中
コ
ン
ビ
ニ
再
現

一
夜
限
り
の
ク
ラ
ブ
27
日
に

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.Jhelp.com
mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
https:// storymaps.arcgis.com/stories/94c267a3cb694a67a698d22f04fc5ebf
https://forms.gle/fnMBtJDL9uEqm2p8A
https://forms.gle/fnMBtJDL9uEqm2p8A


（5）　　 ［社　会］ 2026年（令和 8年）3月 21日（土）

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会や世
界への貢献のためさまざまな活動をしています。

■ 大学受験準備講座・ハイブリット形式
【対象年齢】8～12年生＆ファミリー／
　　　家族での参加歓迎
【料金】1日（2セッション）
　　　$ 40／3日パッケージ1 $100 
【時間】13:30～15:30
【会場】12-17JacksonAve.１st F l,LIC NY 1101 
(Kumon LIC) ＆ Zoom
3月22日（日）
＜大学受験とは／お金の話＞
・大学受験の仕組み
・大学受験に必要な準備
・ファイナンスシャルエイド、奨学金
4月19日（日）
＜勉強の仕方と習慣1＞
・人間関係、心と体のバランス
・将来の目標、ゴールセッティング
5月24日（日）
＜いつから準備が必要か／勉強の仕方と習慣2＞
・GPA , デジタルSAT＆エッセイの重要性
・タイムマネージメント
・モチベーションの維持と自立
＊授業料は全てNY日系ライオンズクラブを通じて自然災害
支援や地域コミュニティ支援にあてられます。

問い合わせ：Eメール info@nyjalc.org
The New York Japanese-American Lions Club

www.nyjalc.org　info@nyjalc.org

　
「
軍
事
目
標
は
ほ
ぼ
達
成
し

た
」「
途
方
も
な
い
成
功
と
呼

べ
る
」「
標
的
は
ほ
と
ん
ど
壊

滅
だ
」「
10
点
満
点
で
15
点
」

「
私
が
望
め
ば
い
つ
で
も
戦
争

を
終
わ
ら
せ
ら
れ
る
」
│
│
開

戦
か
ら
２
週
間
以
上
ず
っ
と
大

統
領
が
勝
利
宣
言
を
続
け
て
い

る
の
に
、
原
油
価
格
は
２
度
目

の
１
０
０
ド
ル
越
え
で
ガ
ソ
リ

ン
は
急
騰
、
株
式
は
急
落
。
確

か
に
イ
ラ
ン
空
・
海
軍
を
ほ
ぼ

壊
滅
し
ミ
サ
イ
ル
備
蓄
も
破
壊

し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
最
高
指

導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
を
殺
し
た
の

に
、「
戦
場
で
は
勝
っ
て
い
て

も
戦
争
に
勝
つ
の
は
別
の
話
」

だ
と
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
が

論
評
し
て
い
ま
す
。

　
「
勝
っ
て
」
は
い
る
が
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
は
機
雷
の
脅
し
だ
け

で
も
事
実
上
の
封
鎖
。
こ
れ
で

世
界
中
が
窒
息
し
そ
う
で
、
ト

ラ
ン
プ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

課
し
た
ロ
シ
ア
の
石
油
制
裁
を

一
時
解
除
す
る
と
い
う
支
離
滅

裂
。
15
点
の
満
足
度
な
の
に
、

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
通
過
船
舶
護

衛
の
た
め
に
、
強
く
あ
た
る
は

ず
の
中
国
に
ま
で
支
援
を
求
め

る
と
い
う
矛
盾
。
し
か
も
こ
の

護
衛
要
請
に
は
英
仏
や
日
本
、

韓
国
な
ど
が
名
指
し
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

米
軍
は
確
か
に
大
き
な
戦
果

は
上
げ
て
い
ま
す
が
、
戦
争
の

行
方
は
イ
ラ
ン
に
握
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
も
広
域
防

空
用
の
地
対
空
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
」
が
足
り
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
が
指
摘
し

て
い
る
こ
と
で
す
が
、
パ
ト
リ

オ
ッ
ト
は
１
発
４
０
０
万
ド
ル

（
６
億
４
０
０
０
万
円
）、
対
し

て
イ
ラ
ン
が
撃
ち
込
ん
で
く
る

自
爆
ド
ロ
ー
ン
「
シ
ャ
ヘ
ド
」

は
１
機
２
万
ド
ル
（
３
２
０
万

円
）
だ
そ
う
で
す
。
米
軍
と
湾

岸
同
盟
国
は
こ
れ
ま
で
に
パ
ト

リ
オ
ッ
ト
を
１
０
０
０
以
上
発

射
。
そ
の
せ
い
で
迎
撃
が
う
ま

く
い
っ
た
と
し
て
も
、
２
０
０

倍
の
価
格
差
と
い
う
の
は
い
か

に
も
コ
ス
パ
最
低
。

　

大
方
の
試
算
で
は
今
回
の
対

イ
ラ
ン
作
戦
の
米
軍
の
戦
費
は

１
日
10
億
〜
20
億
ド
ル
と
さ

れ
、
す
で
に
３
０
０
億
ド
ル

（
４
兆
８
０
０
０
億
円
）
が
投

じ
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

「
軍
事
的
勝
利
」
を
宣
言
し
つ

つ
も
、
こ
の
ま
ま
だ
と
国
内
経

済
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
の
は
時

間
の
問
題
で
、
こ
れ
は
経
済
的

敗
北
、
ひ
い
て
は
ト
ラ
ン
プ
党

の
中
間
選
挙
敗
北
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
の
電
撃
作
戦

の
成
功
に
調
子
づ
い
て
の
今
回

の
イ
ラ
ン
開
戦
で
す
が
、
ハ
メ

ネ
イ
師
を
殺
害
し
て
も
反
体
制

蜂
起
は
起
き
ず
、
父
親
よ
り
も

強
硬
派
と
見
ら
れ
る
次
男
が
最

高
指
導
者
に
な
っ
て
し
ま
う
藪

蛇
状
態
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
忠
臣

の
連
邦
通
信
委
員
長
ブ
レ
ン
ダ

ン
・
カ
ー
は
こ
の
戦
争
へ
の
批

判
報
道
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

だ
と
ブ
チ
ギ
レ
て
放
送
免
許
取

り
消
し
ま
で
口
に
し
、
戦
争
長

官
ヘ
グ
セ
ス
も
戦
争
の
リ
ス
ク

や
犠
牲
を
強
調
す
る
報
道
を
反

ト
ラ
ン
プ
、
非
愛
国
的
と
会
見

で
非
難
す
る
、
ま
る
で
「
大
本

営
発
表
」
体
制
で
す
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
最
中
に
日
米

が
高
市
ー
ト
ラ
ン
プ
会
談
を
組

ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
間
の
悪

さ
。
通
常
、
首
脳
会
談
と
い
う

の
は
事
務
方
が
全
て
お
膳
立
て

し
て
首
脳
同
士
は
手
打
ち
で
チ

ャ
ン
チ
ャ
ン
と
い
う
儀
式
的
な

も
の
な
の
で
す
が
、
今
回
は
そ

う
も
行
き
ま
す
ま
い
。
ト
ラ
ン

プ
が
何
を
要
求
し
て
く
る
か
ま

だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
①
対
イ

ラ
ン
戦
争
へ
の
明
確
な
支
持
表

明
②
戦
費
の
負
担
③
日
本
で
配

備
・
製
造
さ
れ
て
い
る
パ
ト
リ

オ
ッ
ト
な
ど
の
武
器
提
供
、
で

し
ょ
う
か
。

　

で
、
こ
れ
に
「
自
衛
隊
の
ペ

ル
シ
ャ
湾
派
遣
」
が
加
わ
る
。

「
日
本
の
タ
ン
カ
ー
は
自
分
の

国
で
守
れ
」
と
か
「
そ
の
た
め

の
機
雷
除
去
も
自
国
で
行
え
」

と
言
わ
れ
る
。
関
係
省
庁
は
そ

の
想
定
問
答
を
必
死
に
考
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
実
際
の

派
遣
に
は
「
存
立
危
機
事
態
」

「
重
要
影
響
事
態
」「
海
上
警
備

行
動
」
な
ど
の
名
目
が
必
要
な

の
で
す
。
た
だ
し
今
回
の
状
況

で
は
い
ず
れ
も
憲
法
上
不
可
能

あ
る
い
は
法
律
上
困
難
。

　

従
来
の
大
統
領
な
ら
平
和
憲

法
を
盾
に
米
軍
事
戦
略
の
受
動

的
な
役
割
で
曖
昧
お
茶
濁
し
も

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

今
の
相
手
は
ト
ラ
ン
プ
。
こ
れ

ま
で
の
そ
う
し
た
戦
後
日
米
同

盟
体
制
も
「
は
い
、
終
了
」
と

裏
切
り
者
認
定
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ト
ラ
ン
プ
の
世
界
秩
序
の
破

壊
が
、
日
本
に
波
及
す
る
第
一

弾
が
今
週
姿
を
現
す
か
も
し
れ

状
況
に
、
高
市
さ
ん
、
体
調
不

良
で
急
き
ょ
会
談
中
止
っ
て
の

が
一
番
無
難
な
道
で
す
が
、
そ

れ
も
ま
あ
単
に
問
題
の
先
送
り

に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
21
世
紀

の
日
本
の
新
た
な
道
を
切
り
開

く
、
誰
か
優
秀
な
政
治
家
が
現

れ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

こ
ん
な
最
中
の
高
市
訪
米

日
本
ク
ラ
ブ
が
講
演
会

ウ
ォ
ー
カ
ー
Ｊ
Ｓ
理
事
長
語
る

日米関係に転機

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
12
日
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長

の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー

カ
ー
氏
（
政
治
学
博
士
）
を
迎

え
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
「
世

界
的
転
換
期
に
立
つ
日
米
関

係
」
を
開
催
し
た
。
新
著
『
同

盟
の
転
機  

ア
メ
リ
カ
の
変
貌

と
日
本
の
戦
略
』
に
つ
い
て
語

る
と
と
も
に
、
世
界
と
国
内
の

変
革
期
に
お
け
る
日
米
関
係
を

考
察
し
た
。

　

変
化
す
る
地
政
学
的
動
向
、

両
国
に
お
け
る
政
治
的
変
化
、

そ
し
て
日
本
の
国
際
的
役
割
に

対
す
る
期
待
の
高
ま
り
が
ど
の

よ
う
に
同
盟
関
係
を
再
構
築
し

て
い
る
の
か
を
検
証
し
、
日
米

協
力
の
次
な
る
段
階
に
お
い

て
、
安
全
保
障
と
地
球
規
模
の

課
題
に
取
り
組
む
上
で
、
継
続

性
、
信
頼
に
基
づ
く
関
係
、
シ

ェ
ア
ド
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
い

か
に
重
要
と
な
る
か
に
つ
い
て

語
っ
た
。
当
日
は
日
米
◎
人
が

聴
講
し
た
。

　

講
演
要
旨
次
の
通
り
。

　

同
書
執
筆
の
動
機
に
つ
い

て
、
戦
後
の
枠
組
み
を
超
え
、

日
米
同
盟
が
い
か
に
変
化
し
て

き
た
か
を
検
証
す
る
「
緊
急

性
」、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
永
田
町

を
超
え
た
日
米
関
係
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
性
を
増
し
て

い
る
「
同
盟
」、
次
の
80
年
に

向
け
、
日
米
同
盟
は
ど
こ
へ
向

か
う
の
か
「
分
岐
点
」
に
あ
る

と
の
３
つ
を
挙
げ
た
。

　

変
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境

と
し
て
、「
戦
略
的
競
争
」
が

国
際
関
係
の
主
要
な
特
徴
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、「
経
済
的
相

互
依
存
」
は
、
安
全
保
障
と
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
の
観
点
か
ら
再
定

義
さ
れ
つ
つ
あ
る
。「
多
国
間

の
国
際
枠
組
み
」
は
、
自
国
の

国
益
重
視
の
動
き
に
よ
っ
て
深

刻
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

「
従
来
の
予
測
可
能
な
規
範
」

か
ら
「
利
害
が
複
雑
に
交
錯
す

る
時
代
へ
」
の
例
と
し
て
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
を
挙
げ
た
。

　
　

世
界
の
中
の
米
国
の
位
置

付
け
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
取

引
的
政
策
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
課

題
と
し
て
米
国
の
世
界
か
ら
の

撤
退
で
は
な
く
、
期
待
値
の
調

整
と
政
策
の
継
続
性
の
確
保
に

あ
る
と
し
た
。
政
権
交
代
を
跨

ぐ
政
策
の
一
貫
性
に
対
す
る
国

際
的
な
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
る

と
し
た
。

    

岐
路
に
立
つ
同
盟
関
係

　

困
難
な
環
境
下
に
あ
っ
て

も
、
米
日
同
盟
は
底
堅
さ
を
維

持
す
る
。
同
時
に
通
商
措
置
や

大
規
模
な
経
済
的
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が
、
日
本
側
に
と
っ
て
大

き
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
予

測
し
た
。

　   

戦
略
的
転
換
点
に
あ
る
日
本

　

政
権
交
代
や
解
散
総
選
挙
を

含
む
、
国
内
政
治
の
流
動
化
の

高
ま
り
、
地
域
的
、
国
際
的
な

不
確
実
性
の
中
で
、
日
本
の
地

政
学
的
重
要
性
は
一
段
と
増
し

て
い
る
。
防
衛
力
の
近
代
化
、

経
済
面
で
の
関
与
強
化
、
そ
し

て
同
盟
外
交
は
、
日
本
が
よ
り

大
き
な
役
割
を
担
う
準
備
が
整

い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
国
内
政
治
、地
域
的
責
任
、

そ
し
て
国
際
社
会
か
ら
の
期
待

を
調
和
さ
せ
つ
つ
、
政
策
の
継

続
性
を
い
か
に
維
持
す
る
か
が

課
題
だ
と
述
べ
た
。

  

日
本
の
国
際
的
地
位　

  

目
に
見
え
る
形
で
の
貢
献

　

日
本
は
国
際
的
に
、
安
定
的

で
信
頼
で
き
、
原
則
を
重
ん
じ

る
国
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て

い
る
。
防
衛
力
の
近
代
化
、
積

極
的
な
外
交
、
そ
し
て
経
済
的

影
響
力
が
、
そ
の
信
頼
性
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
る
。同
盟
国
・

パ
ー
ト
ナ
ー
諸
国
は
、
地
域
の

安
全
保
障
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
、
日
本
が

よ
り
目
に
見
え
る
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
失

敗
例
と
し
て
湾
岸
戦
争
時
に
多

額
の
資
金
を
出
し
て
も
日
本
の

貢
献
度
の
評
価
が
低
か
っ
た
こ

と
を
挙
げ
た
。
日
米
関
係
に
つ

い
て
は
、
不
確
実
の
時
代
に
お

い
て
こ
そ
関
係
性
の
質
が
問
わ

れ
る
の
で
、
継
続
性
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
。
日
米
関
係
の
底
力

を
支
え
る
と
し
た
。

　

講
演
の
見
逃
し
配
信

　

YouTube

で
動
画
公
開

　

同
講
演
はYouTube

で

見
逃
し
配
信
公
開
さ
れ
て
お

り
、
誰
で
も
視
聴
で
き
る
。

https://www.youtube.com/
watch?v=n5F1IBwTb_4

楽しい
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高
市
早
苗
首
相
と
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
会

談
は
、
こ
こ
数
十
年
の
日
本
の

首
相
に
と
っ
て
最
も
困
難
な
会

談
の
一
つ
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
関
係
強
化
を
目
的
と
し
た

友
好
的
な
訪
問
と
な
る
は
ず
だ

っ
た
も
の
が
、
米
国
と
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃

の
余
波
に
支
配
さ
れ
た
、
重
大

な
局
面
を
伴
う
会
談
へ
と
一
変

し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

　

日
本
は
、
他
の
親
密
な
米
国

同
盟
国
と
同
様
に
、
外
交
と
防

衛
に
関
す
る
ジ
レ
ン
マ
に
直
面

し
て
い
る
。
防
衛
に
お
い
て
米

国
へ
の
依
存
度
を
高
め
、
同
盟

関
係
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
ほ

ど
、
国
際
関
係
に
お
け
る
自
主

性
は
失
わ
れ
、
本
来
な
ら
同
意

し
な
い
か
も
し
れ
な
い
米
国
の

行
動
を
承
認
・
支
持
す
る
よ
う
、

よ
り
強
い
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

高
市
首
相
は
、
日
本
の
状
況

が
他
の
「
足
を
引
き
ず
る
」
米

同
盟
国
と
は
大
き
く
異
な
る
こ

と
を
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
説
明

す
べ
き
だ
。
日
本
が
米
国
に
軍

事
支
援
を
提
供
す
る
能
力
、
特

に
日
本
の
領
海
か
ら
遠
く
離
れ

た
地
域
で
の
支
援
能
力
は
、
米

国
が
日
本
に
「
押
し
付
け
た
」

戦
後
の
憲
法
に
よ
っ
て
著
し
く

制
約
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
こ

の
憲
法
に
対
し
て
今
も
感
謝
の

念
を
抱
い
て
い
る
。
し
か
し
、

高
市
首
相
は
こ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
を
強
み
に
変
え
、
世
界

的
な
外
交
の
舞
台
で
日
本
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
機

会
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
イ
ラ
ン
と
の
歴
史
的

に
良
好
な
関
係
を
活
用
し
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
紛
争
を
早
期

に
終
結
さ
せ
、
経
済
・
貿
易
問

題
に
再
び
注
力
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
の
で

あ
る
。（
ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド
、

経
済
学
者
）

今
回
の
日
米
首
脳
会
談

世
界
的
な
外
交
舞
台
に

mailto:kuranishi@jeiny.org
https://www.maxjob.com/
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.youtube.com/watch?v=n5F1IBwTb_4
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Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス　

パ
ー
ト
ナ
ー 

須
田
洋
平

　

今
回
は
米
国
市
民
権
や
永
住

権
の
放
棄
に
関
係
す
る
税
金
の

話
で
す
。
米
国
市
民
権
や
米

国
永
住
権(

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

)

保
持
者
の
方
は
、
世
界
中
ど

こ
に
い
て
も
米
国
の
税
務
上
の

居
住
者
と
な
り
ま
す
。
米
国
居

住
者
が
得
た
所
得
は
、
そ
の
所

得
の
源
泉
が
ど
こ
に
あ
る
か
に

か
か
わ
ら
ず
米
国
で
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
米
国
市

民
権
を
持
つ
方
が
日
本
で
働
い

て
給
与
所
得
を
得
る
場
合
、
そ

の
給
与
所
得
は
米
国
で
も
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
継
続
し
て
毎
年

米
国
で
の
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。
日
本
と
米
国
で
の
二
重
課

税
を
防
ぐ
た
め
の
外
国
税
額
控

除
や
外
国
役
務
控
除
を
申
請
し

て
も
、
所
得
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て

は
最
終
的
に
米
国
で
も
納
税
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

所
得
税
率
も
低
く
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

場
合
に
は
大
き
な
影
響
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
問
題
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
な
ど
、

比
較
的
所
得
税
率
の
低
い
国
に

移
住
し
た
場
合
で
す
。
せ
っ
か

く
税
率
の
低
い
国
に
移
住
し
て

も
、
最
終
的
に
米
国
の
税
額
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
米
国
で

の
継
続
的
な
課
税
を
避
け
る
た

め
、
あ
る
い
は
単
に
今
後
米
国

に
居
住
す
る
こ
と
が
な
い
の
で

米
国
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄

す
る
こ
と
を
考
え
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
米
国
で

は
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄
す

る
納
税
者
に
国
籍
離
脱
税
を
課

す
規
則
を
定
め
て
い
ま
す
の
で

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
国
籍
離
脱
税
の
対
象
者

　

国
籍
離
脱
税
は
、
市
民
権
を

放
棄
す
る
米
国
市
民
、
米
国
永

住
権
を
放
棄
す
る
長
期
永
住
権

保
持
者
、
ま
た
は
租
税
条
約
の

も
と
、
米
国
以
外
の
国
で
の
居

住
者
と
し
て
所
得
税
を
納
付
す

る
こ
と
を
選
択
す
る
長
期
永
住

権
保
持
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
「
長
期
」
永
住
権

保
持
者
と
は
、
永
住
権
を
過
去

15
年
の
う
ち
8
年
間
保
持
し
た

者
を
指
し
ま
す
。
暦
年
中
に
１

日
で
も
永
住
権
を
保
持
し
て
い

た
年
は
1
年
と
数
え
ら
れ
る
た

め
、
最
短
で
6
年
と
2
日
で
8

年
間
の
保
持
期
間
を
満
た
し
た

こ
と
と
な
り
、
長
期
永
住
権
保

持
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
一
つ
で
も
満
た

す
米
国
市
民
及
び
長
期
永
住
権

保
持
者
は
、
市
民
権
や
永
住
権

を
放
棄
す
る
と
、
国
籍
離
脱
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
２
０
２
５
年
に
国
籍
を

離
脱
し
た
方
は
、
国
籍
離
脱
前

の
過
去
5
年
間
の
平
均
年
間
所

得
税
額
が
20
万
6
０
０
０
ド
ル

（
毎
年
イ
ン
フ
レ
調
整
あ
り
）

を
超
過
す
る
場
合

（
２
）
純
資
産
が
２
０
０
万
ド

ル
以
上
の
場
合
、
ま
た
は

（
３
）
国
籍
離
脱
の
直
前
の
5

年
間
に
、
米
国
に
お
い
て
納
税

義
務
を
遵
守
し
て
い
な
か
っ
た

場
合

　

1
の
平
均
所
得
税
の
要
件

は
、
通
常
税
額
や
代
替
ミ
ニ
マ

ム
税
の
合
計
か
ら
認
め
ら
れ
た

税
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
の

た
め
、
申
告
書
の
最
終
税
額
と

理
解
し
て
お
け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
。
2
の
純
資
産
の
要
件
は
、

放
棄
直
前
に
贈
与
を
し
た
と
仮

定
し
た
場
合
の
贈
与
税
法
上
で

対
象
と
な
る
金
額
で
判
断
さ
れ

ま
す
。
3
の
過
去
5
年
間
納
税

義
務
遵
守
の
要
件
は
、
対
象
者

に
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
る

Form 8854

で
過
去
5
年
の

所
得
税
額
を
記
載
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
遵
守
を
示
し
ま
す
。

▽
国
籍
離
脱
税

　

国
籍
離
脱
や
永
住
権
の
放
棄

www.nyseikatsu.com

を
さ
れ
た
方
は
、
個
人
が
保
有

す
る
全
て
の
資
産
を
そ
の
所
在

地
に
関
わ
ら
ず
離
脱
／
放
棄
前

日
の
時
価
で
売
却
し
た
と
仮
定

し
て
計
算
し
た
み
な
し
売
却
益

の
う
ち
、
89
万
ド
ル
を
超
え
た

金
額
が
課
税
対
象
所
得
と
な
り

ま
す
。
み
な
し
売
却
資
産
の
性

質
に
よ
っ
て
当
該
課
税
対
象
所

得
に
適
用
す
る
税
率
が
異
な
り

ま
す
。
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

な
ど
の
繰
延
所
得
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
な

ど
の
課
税
繰
延
所
得
、
ま
た
は

他
益
信
託
か
ら
の
受
取
り
に
関

し
て
は
異
な
る
規
則
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
国
籍
離
脱
税

の
対
象
者
か
ら
の
米
国
市
民
／

居
住
者
へ
の
贈
与
や
遺
贈
は
受

取
人
に
課
税
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

▽
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ
の
報
告

　

国
籍
離
脱
や
永
住
権
を
放
棄

し
た
場
合
は
、
国
籍
離
脱
税
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ずForm 8854

を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

を
怠
っ
た
場
合
は
1
万
ド
ル
の

罰
則
が
課
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

米
国
市
民
及
び
長
期
永
住
権

保
持
者
で
放
棄
を
考
え
て
い
る

方
は
、
国
籍
離
脱
税
の
影
響
を

考
慮
し
た
上
で
慎
重
に
国
籍
離

脱
の
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
記
載
の
情
報
は
一
般

的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
該
当

す
る
場
合
は
、
必
ず
税
務
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

67

日
本
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
女
性
団
が
活
動
交
流
会

国
連
女
性
デ
ー
会
議

　

国
連
女
性
の
地
位
委
員
会

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
70
）
が
開
幕
し
た
3

月
9
日
の
夜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
で
日
本
の
女
性
団
体
Ｉ
Ｃ

Ａ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
女
性
団
に
よ
る
交
流
会
と
活

動
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。
国

連
本
部
で
は
、
世
界
各
国
の
政

で
は
、
同
氏
が
進
め
る
「One 

Mine One Life

」
活
動
を
紹

介
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
地
雷
問

題
の
危
機
に
つ
い
て
発
信
し

た
。

■
日
本
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ａ　

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
の
鈴
木
澄
子
理
事
長
が
冒

頭
挨
拶

　
「
国
境
を
越
え
て
女
性
た
ち

が
つ
な
が
り
、
平
和
と
社
会
の

未
来
を
共
に
考
え
る
こ
と
が
Ｃ

Ｓ
Ｗ
の
大
き
な
意
義
。
日
本
か

ら
で
き
る
こ
と
を
私
た
ち
自
身

が
よ
り
積
極
的
に
行
い
、
世
界

の
女
性
と
連
帯
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

■
参
加
者
の
声

　

会
場
に
は
日
本
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
欧
米
な
ど
多
国
籍
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
女
性
の
権
利
、

教
育
、
平
和
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
の
一

人
は
「
戦
争
や
社
会
問
題
の
中

で
も
女
性
が
声
を
上
げ
続
け
る

こ
と
が
、
社
会
を
変
え
る
力
に

な
る
」
と
語
っ
た
。

　

国
連
の
国
際
女
性
デ
ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
70
）
期
間
中
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
は
各
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
分
科
会
が
数
多
く

開
催
さ
れ
、
市
民
社
会
の
交
流

が
国
際
会
議
の
重
要
な
役
割
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
女
性

た
ち
の
地
道
な
活
動
が
静
か
に

世
界
の
連
帯
を
広
げ
て
い
る
こ

と
を
実
感
す
る
。

古
市
裕
子
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ア
ク
シ
ョ
ン
社
代
表
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ラ
イ
タ
ー
。
国

連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所 

(ABD: Ph.D.) 

。JETRO

17

年
勤
務
。
新
潮
社
『
欧
米
企
業

に 

学 
ぶ
・SDGs 

転
換
戦
略
：

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
こ
れ
か
ら
の

企
業
価
値
』。『
パ
ー
パ
ス: 

何

の
た
め
に
存
在
し 
ど
ん
な
価

値
を
提
供
す
る
の
か
』

ー
ル
し
た
。
さ
ら
に
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
女
性
た
ち
の
声
を
世
界

に
伝
え
、
国
際
社
会
と
の
新
た

な
連
携
を
築
く
こ
と
が
使
命
。

戦
争
の
中
で
も
女
性
た
ち
が
連

帯
し
、
平
和
に
つ
な
が
る
解
決

策
を
模
索
し
て
い
く
」
と
語
っ

た
。
文
化
交
流
の
時
間
に
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
衣
装
を
身

に
つ
け
た
女
性
た
ち
が
登
壇

し
、
平
和
と
女
性
の
連
帯
の
重

要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

■
人
道
支
援
活
動
家
で
平
和
大

使
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・
サ
ピ
エ

ハ
氏

　

著
書
や
活
動
を
通
じ
て
地
雷

問
題
の
現
状
を
国
際
社
会
に
伝

え
て
い
る
。「
一
つ
の
地
雷
を

除
去
す
る
こ
と
が
一
つ
の
命
を

救
う
」
と
い
う
理
念
の
も
と
人

道
支
援
活
動
を
展
開
。
会
合

府
代
表
や
市
民
団
体
が
集
ま

り
、
女
性
の
権
利
や
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
に
つ
い
て
議
論
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
連
日
行
わ
れ
て
い

る
。

■
ウ
ク
ラ
イ
ナ
女
性
団

　

ス
ヴ
ィ
ト
ラ
ー
ナ
代
表
が
、

ロ
シ
ア
の
侵
攻
以
降
続
く
戦
争

下
で
の
女
性
支
援
活
動
に
つ
い

て
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
戦
争
の
経
過
を
示
す

資
料
や
映
像
も
紹
介
さ
れ
、
参

加
者
は
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。「
私
達
は
負
け
な
い
。
だ

け
ど
、
世
界
各
国
の
女
性
と
の

連
帯
団
結
力
が
大
事
」
と
ア
ピ

　

こ
ん
に
ち
は
。
前
回
は
思
春

期
の
ニ
キ
ビ
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
少
し
視

点
を
変
え
、
最
近
話
題
と
な
っ

て
い
る
番
組
出
演
者
の
発
言
を

通
し
て
、
水
素
へ
の
関
心
の
広

が
り
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
近
話
題
と
な
っ
た
ネ
ッ
ト

フ
リ
ッ
ク
ス
配
信
番
組
『
ラ
ブ

上
等
』
で
Ｍ
Ｃ
を
務
め
ら
れ
た

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
Ａ
Ｋ
ー
69
さ
ん
が
、
昨
年
公

開
さ
れ
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画

の
中
で
、
ご
自
身
の
理
想
の
ス

タ
ジ
オ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場

面
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
水
素
の
出
る
部
屋
と
か
…
」

と
自
然
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
８
日
に
公
開
さ
れ

た
動
画
で
は
、
作
業
場
を
紹
介

し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｋ
ー

69
さ
ん
は
今
年
で
活
動
30
周
年

を
迎
え
、
食
生
活
や
運
動
管
理

に
も
非
常
に
ス
ト
イ
ッ
ク
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
全
国

ツ
ア
ー
を
精
力
的
に
行
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
1
年
半
ほ
ど
住

ま
れ
て
い
た
経
験
を
持
つ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
す
。
彼
の
楽
曲
は

多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
入
場
曲

と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
も
水
素
が
注

目
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
身
近
な
存
在
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
に
、

分
野
や
世
代
を
越
え
て
自
然
な

会
話
の
中
に
水
素
と
い
う
言
葉

が
登
場
す
る
こ
と
に
、
関
心
の

広
が
り
を
感
じ
ま
す
。

　

水
素
は
、
水
や
入
浴
、
吸

入
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
取

り
入
れ
方
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
、
水
素
は
医
薬
品

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
が
出
回
っ
て
い

る
た
め
、
情
報
を
見
極
め
る
姿

勢
も
大
切
で
す
。

　

私
自
身
も
還
暦
を
迎
え
ま
す

が
、
日
々
こ
う
し
て
フ
ィ
ジ
カ

ル
ワ
ー
ク
を
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
健

康
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、

毎
日
の
小
さ
な
積
み
重
ね
の
中

に
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

長
寿
時
代
に
お
い
て
は
、
長

く
続
け
ら
れ
る
自
分
に
合
っ
た

予
防
や
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
を

選
ぶ
こ
と
。
そ
の
姿
勢
が
、
健

や
か
な
日
常
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
48
）
広
が
る
水
素
の
話
題

http://kkobo.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://myriverside.net/home
tel:9176780297
http://www.nyseikatsu.com
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放
置
で
景
観
に
ダ
メ
ー
ジ

Ｎ
Ｙ
市
長
が
期
間
新
規
制
発
表

　

ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
Ｎ
Ｙ

市
長
は
６
日
、
長
年
市
民
を
悩

ま
せ
て
い
る
歩
道
上
を
覆
う
サ

イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
・
シ
ェ
ッ
ド
の

削
減
と
設
置
期
間
の
縮
小
を
目

的
と
す
る
一
連
の
新
規
制
を
発

表
し
た
。

　

同
市
住
宅
局
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｈ

Ａ
）
に
よ
る
と
、
サ
イ
ド
ウ
ォ

ー
ク
・
シ
ェ
ッ
ド
は
同
市
内
の

３
８
０
マ
イ
ル
（
約
６
１
１
キ

ロ
）
の
歩
道
を
覆
い
、
15
年
以

上
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
建
物
も

あ
る
。
同
市
長
は
、
外
壁
の
修

繕
工
事
の
た
め
に
５
年
以
上
も

危
険
な
状
態
の
ま
ま
設
置
さ
れ

て
い
た
数
千
フ
ィ
ー
ト
の
上
屋

の
撤
去
作
業
を
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｈ
Ａ
が

行
っ
て
い
る
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
の

現
場
で
会
見
を
行
い
「
世
界
で

ビルの歩道の足場撤去

最
高
の
都
市
で
、
覆
わ
れ
て
薄

暗
い
歩
道
が
日
常
の
現
実
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ

た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
・
ガ
ー
デ

ン
ズ
は
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｈ
Ａ
が
Ｎ

Ｙ
州
と
連
邦
政
府
の
助
成
金

６
億
５
０
０
０
万
ド
ル
で
上
屋

補
修
を
行
っ
て
い
る
40
か
所
の

開
発
事
業
の
う
ち
の
１
か
所

で
、
す
で
に
４
億
ド
ル
分
の
工

事
は
終
了
し
２
０
０
棟
以
上
の

建
物
の
上
屋
が
撤
去
さ
れ
た
。

　

同
市
の
足
場
に
関
す
る
法
律

は
、
こ
れ
ま
で
は
足
場
の
長
さ

は
建
物
の
高
さ
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
、
建
物
が
高
い
ほ
ど
地
面

の
広
場
や
庭
を
覆
う
足
場
が
長

く
な
っ
て
た
。
今
年
８
月
か
ら

は
建
物
の
高
さ
に
関
わ
ら
ず
足

場
の
長
さ
は
、
建
物
の
フ
ァ
サ

ー
ド
か
ら
最
高
40
フ
ィ
ー
ト
に

制
限
さ
れ
る
。
同
市
当
局
は
、

特
に
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｈ
Ａ
が
開
発
を
進

め
る
公
営
住
宅
の
高
い
建
物
は

周
辺
に
公
園
な
ど
が
多
く
、
新

法
で
公
共
の
屋
外
空
間
が
よ
り

明
る
く
な
る
と
期
待
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
毎
５
年
に
定

め
ら
れ
て
い
る
建
物
外
壁
の
定

期
点
検
に
関
し
て
は
、
管
理
が

行
き
届
い
て
い
る
築
40
年
以
下

　　　　マンハッタンでよく見かける歩道の足場（東 46丁目で）

　

全
米
初
の
日
系
人
材
・
人
事

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
界
に
特

化
し
た
非
営
利
団
体
Ｊ
Ｕ
Ｈ

Ｐ
Ａ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人JAPAN-

US HR Professionals 
Association, Inc.

）
が
３
月

11
日
発
足
し
た
。
会
員
企
業
は

９
社
。
業
界
共
通
の
行
動
規
範

日
系
の
人
材
紹
介
会
社
が

米
国
で
非
営
利
団
体
設
立

を
策
定
し
、
法
令
遵
守
と
透
明

性
を
高
め
る
こ
と
で
、
企
業
と

求
職
者
の
双
方
に
安
心
と
信
頼

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。
推
進
す
る
事
業
は

（
１
）
業
界
行
動
規
範
の
策
定

（
２
）
情
報
共
有
・
啓
発
活
動

（
３
）
教
育
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
（
４
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
。

　

11
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
会

場
で
発
足
式
が
行
わ
れ
、
片
平

聡
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使
、
大
石

晋
領
事
、
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
の
内
野
泰
明
次
長
が
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
。

　

理
事
に
古
代
賢
司
氏
（
パ
ソ

ナ
Ｎ
Ａ
イ
ン
ク
）、
副
理
事
・

田
畑
の
り
子
氏
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ 
Ｕ

Ｓ
）、
財
務
・
山
田
幸
生
氏
（
ク

イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
）、
書
記
・
鈴

木
剛
央
氏
（
ア
ク
タ
ス
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
）

が
就
任
し
た
。

　

日
本
国
内
地
方
企
業
の
海

外
進
出
に
際
し
、
同
団
体
は

「
米
国
に
お
け
る
採
用
動
向
、

人
材
市
場
、
労
働
環
境
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
、
現
地
の

実
情
を
踏
ま
え
た
多
角
的
な

判
断
材
料
を
提
供
で
き
る
点

が
大
き
な
意
義
の
一
つ
」
と

し
、
１
年
後
に
は
30
社
ほ
ど

の
団
体
を
目
指
し
た
い
考
え
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
の
新
し
い
会
員

カ
テ
ゴ
リ
ー
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
／
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
会

員
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
日

本
、
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
に
在
住

し
て
い
る
個
人
で
、
こ
れ
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る
予

定
、
も
し
く
は
す
で
に
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
し
始
め
て
い
る
人
。

そ
し
て
、
当
地
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
き
た
い
方
向
け
の
新
し

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
。
同
会
員
の
特

典
は
、
入
会
費
の
免
除
、
家
族

会
員
の
登
録
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ

ー
ド
の
発
行
）、
ク
ラ
ブ
会
館

の
施
設
利
用
（
レ
ス
ト
ラ
ン
、

会
議
室
、
パ
ー
テ
ィ
会
場
等
）、

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
会
員
価
格

で
の
参
加
、
バ
ー
ス
デ
ー
ギ
フ

ト
、
東
京
ア
メ
リ
カ
ン
ク
ラ
ブ

な
ど
の
相
互
施
設
利
用
（
但
し

米
国
在
住
者
の
み
）、 

Ｎ
Ｙ
進

出
の
一
助
と
な
る
機
会
の
提
供

（
定
期
的
開
催
の
研
修
会
・
交

流
会
へ
の
参
加
な
ど
が
含
ま
れ

る
）。
会
費
は
月
50
ド
ル
、
年

間
６
０
０
ド
ル
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

nipponclub.org/news/
startup-small-business-
membership/?lang=ja

参
照
。

日本クラブに新会員制度
スタートアップの個人も
「スモールビジネス会員」

の
建
物
で
あ
れ
ば
定
期
点
検
は

12
年
毎
に
延
長
し
、
外
観
検
査

は
毎
３
年
と
す
る
。
新
法
は
、

同
市
を
拠
点
と
す
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
企
業
の
ソ
ー
ン
ト

ン
・
ト
マ
セ
ッ
テ
ィ
と
提
携
し
、

同
市
内
の
何
万
か
所
の
足
場
を

18
か
月
間
調
査
、
分
析
し
た
結

果
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
。

必
要
以
上
の
期
間
の
足
場
の
設

置
に
関
し
て
も
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｈ
Ａ

は
罰
則
を
検
討
し
て
い
る
。

左 か ら ACTUS 鈴 木 社 長、
Quick USA 山田会長、在ニ
ューヨーク日本国総領事館
の大石領事、片平総領事・
大使、JETRO ニューヨーク
内 野 次 長、TOP-US 田 畑 社
長、Career-Tasu USA セ ー
ルスマネージャーのマック
綾乃さんと鈴木伸也社長、
A-Staffi  ng 山本聡洋社長

　

配
車
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
大

手
の
ウ
ー
バ
ー
は
９
日
、
安
全

性
に
対
す
る
不
安
を
緩
和
す
る

目
的
で
、
女
性
の
利
用
者
が
女

性
の
運
転
手
を
指
定
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
を
試
験
的
に
米
国
全
土

で
開
始
し
た
。

　

新
た
な
ア
プ
リ「
ウ
ィ
メ
ン
・

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
」
で
は
、
事
前

に
女
性
運
転
手
を
指
定
し
て
予

約
で
き
、
す
ぐ
に
女
性
運
転
手

が
手
配
で
き
な
い
場
合
は
別
の

車
両
を
選
択
が
可
能
、
ま
た
利

用
者
の
設
定
を
「
女
性
運
転
手

を
優
先
」
に
し
て
お
く
と
女
性

運
転
手
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
可

能
性
が
高
ま
る
。
10
代
の
利
用

者
も
女
性
運
転
手
の
選
択
が
で

き
る
ほ
か
女
性
運
転
手
も
女
性

乗
客
を
「
優
先
」
登
録
で
き
る
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
地
域
差
は

あ
る
も
の
の
米
国
の
ウ
ー
バ
ー

運
転
手
の
う
ち
女
性
は
約
２
割

を
占
め
て
い
る
。
同
社
は
、
女

性
の
車
運
転
が
解
禁
に
な
っ
た

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
同
サ
ー
ビ

ス
を
２
０
１
９
年
に
初
め
て
導

入
し
、
昨
夏
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
デ
ト

ロ
イ
ト
、
11
月
に
米
国
内
26
都

市
で
試
験
的
に
始
め
た
。
現
在

は
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ
を
含
む

40
か
国
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
同
社
同
様
に

リ
フ
ト
も
、
利
用
者
だ
け
で
な

く
運
転
手
の
多
数
の
性
的
暴
行

被
害
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

一
方
、
同
社
が
拠
点
と
す
る

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
２
人

の
男
性
運
転
手
が
昨
年
、
女
性

運
転
手
の
待
遇
す
る
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
女
性
運
転
手
の
需
要

が
高
ま
る
こ
と
で
収
入
格
差
を

引
き
起
こ
し
、
事
業
体
で
の
男

女
差
別
を
禁
じ
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
ア
ン
ル
ー
市
民
権
法

に
違
反
し
て
い
る
だ
け
で
な
く

「
男
性
は
女
性
と
比
べ
て
危
険

で
あ
る
と
い
う
性
的
偏
見
を
助

長
す
る
」
と
し
て
同
社
を
相
手

に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　

同
社
は
、
原
告
は
同
ア
プ
リ

の
運
転
手
と
し
て
契
約
し
た
時

点
で
同
社
の
方
針
に
合
意
し
て

い
る
と
し
て
仲
裁
の
強
制
執
行

と
訴
訟
停
止
を
申
し
立
て
「
安

全
性
の
強
化
を
求
め
る
公
共
政

策
を
尊
重
し
て
い
る
」
た
め
、

同
サ
ー
ビ
ス
は
ア
ン
ル
ー
市
民

権
法
に
違
反
し
て
い
な
い
と
反

論
し
て
い
る
。

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

指
名
制
を
導
入

　

配
車
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ー
バ
ー

https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.nipponclub.org/news/startup-small-business-membership/?lang=ja
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乳
が
ん
啓
発
の
非
営
利
団
体

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
の

「
第
1
回 

乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
＠
Ｕ
Ｓ
」
が
、 

4
月
19
日

（
日
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
午

後
4
時
15
分
ま
で
、 

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
系
人
会
（
西
45
丁
目
49 

番
地
５
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

「
知
識
と
ケ
ア
の
架
け
橋
：
東

海
岸
か
ら
西
海
岸
ま
で
」
と
題

し
、
日
米
の
最
新
医
療
の
現
場

か
ら
、
そ
し
て
自
ら
の
闘
病
体

験
か
ら
、
今
知
っ
て
お
く
べ
き

「
乳
が
ん
」
の
真
実
を
豪
華
ゲ

ス
ト
と
共
に
考
え
る
。
日
本
人

女
性
の
罹
患
率
が
非
常
に
高
い

乳
が
ん
、
も
し
も
の
時
に
迷
わ

ず
最
適
な
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
、
米
国
在
住
の
日
本
人
医
師

を
交
え
、
日
米
の
枠
を
超
え
た

最
新
の
医
療
情
報
を
届
け
る
。 

　

基
調
講
演
は
、
横
浜 

南
大

和
ク
リ
ニ
ッ
ク
乳
が
ん
セ
ン
タ

ー
長
・
乳
腺
外
科
医
の
土
井
卓

子
医
師 

「
乳
が
ん
治
療
の
最
前

線
か
ら
：
臨
床
的
革
新
と
患
者

の
知
見
を
融
合
さ
せ
る
架
け

橋
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
、次
に
、

モ
デ
ル
・
タ
レ
ン
ト
の
梅
宮 

ア
ン
ナ
氏
が 

「
彩
り
を
取
り
戻

す
ま
で
：
が
ん
を
越
え
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
旅
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
経
験
者
ト
ー
ク
を
行

う
。
さ
ら
に
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト

に
よ
る
座
談
会
Ｑ
＆
Ａ
、
会
場

限
定
で
お
茶
と
お
菓
子
を
囲
ん

だ
歓
談
会
も
開
催
し
、
抽
選
で

10
人
に
梅
宮
ア
ン
ナ
氏
サ
イ
ン

入
り
本
ま
た
は
色
紙
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
に

は
、
ニ
ジ
ヤ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ギ

フ
ト
カ
ー
ド
を
『
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
』
で
進
呈
。
司
会
は
、
久

下
香
織
子
キ
ャ
ス
タ
ー
。  　

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
会
場
参

加
とZoom

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
。
参

加
費
は
会
場
参
加
、
オ
ン
ラ
イ

ン
（Zoom

）
共
に
無
料
。
た

だ
し
参
加
に
は
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
。
希
望
者
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttp://bcnetwork.

org 

か
ら
申
し
込
む
。
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル info@

bcnetwork.org 

ま
で
。 

梅
宮 

ア
ン
ナ
さ
ん
乳
が
ん
を
語
る

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

4
月
19
日
に
土
井
医
師
と
対
談
JAAで

コスメプラウド
　

成
分
の
効
果
効
能
に
こ
だ
わ

っ
た
独
自
の
高
級
基
礎
化
粧
品

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
コ
ス
メ

プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社

東
京
・
荒
木
勝
也
代
表
）
は
、

３
月
31
日
ま
で
、
米
国
在
住
の

顧
客
に
向
け
た
「
春
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
。

　

期
間
中
は
、
ほ
ぼ
全
商
品
が

30
％
割
引
に
な
る
。
ま
た
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
典
と
し
て
、

新
商
品
の
ア
ン
バ
ー
エ
ン
リ
ッ

チ
サ
ボ
ン
〈
洗
顔
石
け
ん
〉
と
、

デ
ュ
ア
ル
ア
ク
ト
メ
ラ
ノ
ホ
ワ

イ
ト
ロ
ー
シ
ョ
ン
〈
薬
用
美
白

化
粧
水
〉
の
サ
ン
プ
ル
が
進
呈

さ
れ
る
。
ま
た
、
新
商
品
の
35

％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
っ

て
い
る
。
な
お
、
２
０
０
ド
ル

以
上
の
購
入
の
場
合
は
郵
送
料

も
無
料
に
な
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

cosmeproud.com/ja

ま

た

は
、
本
紙
今
週
号
の
３
面
広
告

を
参
照
す
る
。

米
顧
客
向
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

　

日
米
の
作
家
が
交
流
す
る

春
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
「
燦 
SAN 2026

」SIACCA 
ADVENTURE-ART NEW 
YORK 

が
４
月
１
日(

水)

か

ら
７
日(

火)

ま
で
、
ソ
ー
ホ

ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ス

（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番

地
４
０
１
号
、
ブ
ザ
ー
＃
９
）

で
開
催
さ
れ
る
。

　

同
展
は
、
表
現
の
「
冒
険
」

を
テ
ー
マ
に
日
本
と
Ｎ
Ｙ
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
実
験
的
・
挑
戦

的
な
作
品
を
発
表
し
、
新
た
な

創
作
の
可
能
性
を
探
る
年
次
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
昨
年
、

東
京
・
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

SIACCA

（
シ
ア
カ
）
が
立
ち

上
げ
た
。
日
本
か
ら
は
20
代
か

ら
80
代
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅
広

い
世
代
の
作
家
25
人
が
参
加
。

Ｎ
Ｙ
か
ら
は
８
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
迎
え
、
総
勢
33
人
が
約

90
点
の
作
品
を
展
示
す
る
。

　

ま
た
１
日(

水)

午
後
５
時

か
ら
８
時
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
長
年
Ｎ
Ｙ

で
芸
術
活
動
を
続
け
る
満
志
子

燦 SAN 2026
春のアートフェア

氏
を
委
員
長
と
す
る
審
査
会
が

優
秀
賞
・
奨
励
賞
を
発
表
す
る
。

コ
ン
ペ
対
象
作
品
の
作
家
は
、

愛
、
ニ
ル
ミ
ニ
・
バ
ン
ダ
ラ
、

井
上
賢
一
、
磯
村
貴
子
、
か
け

る
、
木
村
哲
雄
、
桑
田
真
紀
、

村
田
美
佳
、
西
幸
恵
、
奥
田
薫
、

ウ
エ
ス
ト
大
竹
、
尾
崎
郁
子
、

齋
藤
赤
絵
、
櫻
井
香
織
、
志
牟

田
美
佐
、
シ
ア
カ
章
子
、
鈴
木

美
和
子
、
手
井
恵
利
子
、
富
永

周
平
、
通
天
＝
写
真
＝
、
ホ
ワ

イ
ト
ダ
イ
ス
、
山
田
久
美
子
、

矢
澤
ひ
か
る
、
絶
対
生
存
少
女

ら
25
人
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は

そ
の
ほ
か
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
ダ
ン
ス
や
書
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
る
。
Ｎ
Ｙ

か
ら
参
加
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は 

Silvia Aviles, Christopher 
Craig, Jacki Davis, Vassilina 
Dikidjieva, W

endell 
Jamieson, Heena Kim, 
Chris Kozel, Kamonchanok 
Phon-ngam 

。
入
場
無
料
。

問
い
合
わ
せ
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://artspheres.

org

を
参
照
す
る
。

日
米
の
作
家
33
人
が
90
作
品
を
出
品

　　　　梅宮アンナさん

　　土井医師司会・久下さん

mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.easeny.com/
https://acomoving.com/
https://giip-global.com/ja/
https://www.samuraipapabk.com/
https://sobaya.square.site/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://www.cosmeproud.com/ja
http://bcnetwork.org
https://artspheres.org
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クイーンズ
もの知りクイズ！

　

小
学
生
・
中
学
生
の
社
会
科

の
授
業
で
も
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
ク
イ
ー
ン
ズ
区
に
関
す

る
勉
強
を
し
た
ら
、
ど
ん
な
質

問
が
出
る
か
な
？　

満
点
だ
っ

た
ら
、
今
度
は
英
語
で
解
説
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
み
よ

う
。
米
国
に
最
近
来
た
大
人
の

人
も
、
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る

か
試
し
て
み
て
は
？

ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ

Ｑ　

ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ
は

「
世
界
の
台
所
」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
主
に
ど
こ
の
国
の
料
理

が
集
ま
る
エ
リ
ア
で
し
ょ
う
？

Ａ　

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
チ

ベ
ッ
ト
、
南
米
な
ど
百
を
超
え

る
国
の
料
理
店
が
密
集
。
わ
ず

か
数
ブ
ロ
ッ
ク
で
世
界
一
周
の

食
べ
歩
き
が
で
き
る
と
も
言
わ

れ
、
多
文
化
都
市
ク
イ
ー
ン
ズ

の
象
徴
的
エ
リ
ア
で
す
。

エ
ル
ム
ハ
ー
ス
ト

Ｑ　

エ
ル
ム
ハ
ー
ス
ト
に
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
最
も
多
い
、
あ

る
国
出
身
の
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
国
で
し

ょ
う
？

Ａ　

コ
ロ
ン
ビ
ア
系
住
民
が
多

数
を
占
め
、
街
に
は
ラ
テ
ン
文

化
が
色
濃
く
反
映
。
カ
フ
ェ
や

レ
ス
ト
ラ
ン
、
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
も
盛
ん
で
、
多
民
族
都
市
ク

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
日
本
人
女
性
作
家
５
人

展 

「UNSEEN

／
邂
逅
」
が
４

月
４
日
（
土
）
か
ら
26
日
（
日
）

ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る

het Labo Gallery

（139 N 
4th Street 2F

）
で
開
催
さ
れ

る
。

　

多
層
的
な
歴
史
と
文
化
が
交

錯
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
常

の
な
か
で
、
作
家
た
ち
は
言
葉

に
な
る
前
の
感
覚
や
、
個
人
的 

で
あ
り
な
が
ら
普
遍
性
を
内
包

し
た
瞬
間
を
す
く
い
上
げ
て
き

た
。
同
展
で
は
、
そ
う
し
た
関

係
性
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
作

品
を
展
示
す
る
。参
加
作
家
は
、

ヘ
ン
デ
ル
佳
奈
、
松
尾
明
子
、

及
川
ひ
ろ
み
、
山
本
章
子
、
安

井
雪
絵
。
入
場
無
料
。
開
廊
は

土
日
の
午
後
１
時
か
ら
６
時
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
４
月
４
日
（
土
）
午
後
６

時
か
ら
８
時
。

在
Ｎ
Ｙ
日
本
人
女
性
作
家
５
人
展

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
４
月
４
日
か
ら

イ
ー
ン
ズ
の
生
活
文
化
を
体
験

で
き
る
地
域
で
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ

Ｑ　

フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
は
世

界
的
に
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
発
祥
地
で
す
が
、
そ
れ
は
何

で
し
ょ
う
？

Ａ　

 

全
米
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

の
前
身
大
会
が
こ
こ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
も
歴
史
あ
る

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
残
り
、
毎
年

地
元
住
民
や
観
光
客
が
利
用
。

静
か
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
テ

ニ
ス
文
化
の
象
徴
で
、
ス
ポ
ー

ツ
フ
ァ
ン
に
は
聖
地
の
よ
う
な

街
で
す
。

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ

Ｑ　

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
以
外
で
最
大
級
の
あ
る

ア
ジ
ア
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ

る
街
で
す
。
ど
の
国
で
し
ょ

う
？

Ａ　

中
国
系
移
民
が
多
く
、
リ

ト
ル
チ
ャ
イ
ナ
と
し
て
知
ら
れ

る
地
域
。
中
華
料
理
店
や
ス
ー

パ
ー
が
並
び
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
ア
ジ
ア
文
化
を
体
感
で
き
る

街
と
し
て
観
光
客
に
も
人
気
で

す
。

キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン

Ｑ　

キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
は
毎

年
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
何
の
競
技
で

し
ょ
う
？

Ａ　

テ
ニ
ス
や
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
試
合
が
行
わ
れ
る
ス
タ
ジ
ア

ム
が
あ
り
ま
す
。
世
界
中
の
観

客
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
日
常
生
活

と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
が
融
合
す
る

象
徴
的
な
エ
リ
ア
で
す
。

サ
ニ
ー
サ
イ
ド

Ｑ　

サ
ニ
ー
サ
イ
ド
駅
は

１
９
０
４
年
に
開
業
し
ま
し
た

が
、
あ
る
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
こ
の
街
を
歌
に
し
ま
し

た
。
誰
で
し
ょ
う
？

Ａ　

こ
の
街
を
歌
に
し
た
曲

「
明
る
い
表
通
り
で
」
を
歌
っ

た 

ジ
ミ
ー
・
マ
ク
ヒ
ュ
ー
で

す
。 

こ
の
曲
は
１
９
３
０
年

に
発
表
さ
れ
、
ジ
ミ
ー
・
マ
ク

ヒ
ュ
ー
が
作
曲
し
、ド
ロ
シ
ー
・

フ
ィ
ー
ル
ズ
が
歌
詞
を
書
き
ま

し
た
。

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ

Ｑ　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ

ィ
は
川
沿
い
の
公
園
か
ら
何
の

景
色
が
有
名
で
し
ょ
う
？

Ａ　

 

川
沿
い
の
公
園
か
ら
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
摩
天
楼
を
望
む

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
。
再
開
発
で
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
び
、

夜
景
や
川
の
風
景
を
楽
し
む
住

民
や
観
光
客
が
多
い
人
気
エ
リ

ア
で
す
。

ア
ス
ト
リ
ア

Ｑ　

ア
ス
ト
リ
ア
に
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
最
大
規
模
の
博
物

館
の
ひ
と
つ
で
、
映
画
や
テ
レ

ビ
の
制
作
に
関
す
る
展
示
も
行

う
場
所
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で

し
ょ
う
か
？

Ａ 

ア
メ
リ
カ
映
画
博
物
館

（M
useum of the M

oving 
Image

）
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ

の
歴
史
、
制
作
技
術
、
特
撮
や

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
幅
広
く

展
示
し
て
い
ま
す
。か
つ
て「
映

画
の
町
」
と
も
呼
ば
れ
、
昔
の

映
画
ス
タ
ジ
オ
跡
地
も
残
っ
て

お
り
、
映
画
フ
ァ
ン
に
は
必
見

の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
（
ク
イ
ー
ン

ズ
）

Ｑ　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
内
に
も
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
が
あ
り
ま
す

が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
劇
場
街

と
何
が
違
う
で
し
ょ
う
？

Ａ 

商
店
街
や
住
宅
街
が
中
心

で
、
劇
場
は
少
な
く
地
元
の
日

常
生
活
が
中
心
。
食
事
や
買
い

物
が
楽
し
め
、
観
劇
だ
け
で
な

く
生
活
文
化
の
象
徴
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ザ
ン
ブ
ル
バ
ー
ド

Ｑ　

ノ
ー
ザ
ン
ブ
ル
バ
ー
ド
は

ク
イ
ー
ン
ズ
内
で
ど
の
よ
う
な

通
り
と
し
て
知
ら
れ
る
で
し
ょ

う
？

Ａ　

住
宅
街
と
商
店
街
が
混
在

す
る
主
要
道
路
で
、
バ
ス
や
車

の
交
通
量
も
多
く
地
域
住
民
の

生
活
路
線
と
し
て
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
日
常
生
活
の
利
便
性
と
街

の
賑
わ
い
を
支
え
る
通
り
で

す
。

ク
イ
ー
ン
ズ
全
般

Ｑ　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
に
は
2
つ

の
国
際
空
港
が
あ
り
ま
す
。
片

方
は
Ｊ
Ｆ
Ｋ
で
す
が
、
も
う
一

つ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？

Ａ　

 

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
で

す
。
両
空
港
は
世
界
中
の
人
々

の
玄
関
口
と
し
て
機
能
し
、
国

際
交
流
や
地
域
経
済
を
支
え
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
多
文
化
都
市

と
し
て
の
発
展
を
象
徴
し
て
い

ま
す
。

松尾明子

山本章子及川ひろみ

ヘンデル佳奈安井雪絵

Map by Peter Fitzgerald, based on OpenStreetMap, 
licensed under CC BY-SA 2.0
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日
本
で
も
日
常
的
に
報
道

さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー

ス
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
発
言

や
ウ
ォ
ー
ル
街
の
動
向
、
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
さ
ら
に
は
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
で
の
大
谷
翔
平
選
手
の
活

躍
な
ど
、
情
報
は
あ
ふ
れ
て
い

る
。
日
本
で
も
街
を
歩
け
ば
ア

メ
リ
カ
発
の
音
楽
や
映
画
、
生

活
必
需
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
も

触
れ
る
こ
と
が
多
く
、
身
近
な

国
に
感
じ
ら
れ
る
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
本
書
は
問
う
。

果
た
し
て
私
た
ち
は
「
ア
メ
リ

カ
と
い
う
国
」
を
本
当
に
理
解

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
、
と
。

　
『
あ
な
た
の
知
ら
な
い
ア
メ

リ
カ
』
は
、
日
本
経
済
新
聞
米

州
総
局
の
記
者
が
36
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

現
実
を
立
体
的
に
描
く
試
み

だ
。
政
治
や
経
済
、
文
化
の
表

面
的
な
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で
は
見

え
て
こ
な
い
、
日
常
の
人
々
の

暮
ら
し
や
悩
み
、
葛
藤
を
追
っ

て
い
る
。

　

登
場
人
物
に
は
、
月
30
万
円

の
保
育
料
に
悩
む
妊
婦
、
歯
科

治
療
費
７
０
０
万
円
と
言
わ

れ
、
節
約
す
る
た
め
に
コ
ス
タ

リ
カ
で
治
療
を
受
け
た
コ
ロ
ラ

ド
州
の
男
性
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
の
「
ハ
ッ
カ
ー
ハ
ウ
ス
」
で

腕
を
競
う
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

仲
間
に
裏
切
ら
れ
足
を
洗
っ
た

元
マ
フ
ィ
ア
な
ど
、
一
般
ニ
ュ

ー
ス
に
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い

人
々
が
含
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た
生
活
者
の
物
語
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
断
や

矛
盾
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
華
や
か
な
セ
レ
ブ
と
貧
困

層
が
同
じ
街
の
数
ブ
ロ
ッ
ク
で

共
存
し
、
移
民
が
最
先
端
技
術

を
支
え
つ
つ
も
不
法
移
民
政
策

で
締
め
出
さ
れ
る
現
実
、
保
守

と
リ
ベ
ラ
ル
の
対
立
が
日
常
に

影
響
を
及
ぼ
す
様
子
な
ど
、
数

字
や
統
計
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な

い
社
会
の
構
造
が
理
解
で
き

る
。
ま
た
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ロ

ビ
イ
ス
ト
活
動
や
政
権
交
代
の

影
響
も
、
政
策
決
定
の
背
景
を

知
る
上
で
重
要
な
視
点
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

本
紙
読
者
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
者
及
び
近
隣
州
在
住

者
に
と
っ
て
も
、
通
勤
や
買
い

物
、
子
育
て
な
ど
生
活
の
場
面

で
「
ア
メ
リ
カ
の
リ
ア
ル
」
を

実
感
す
る
こ
と
は
多
い
だ
ろ

う
。
特
に
、
第
６
章
「
し
な
や

か
な
巨
大
都
市
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
陰
影
」
と
い
う
チ
ャ
プ
タ
ー

が
興
味
を
ひ
く
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
誰
の
も
の

か　

摩
天
楼
仰
ぐ
先
住
民
、
ゴ

ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
の
黄
昏
、
元

幹
部
が
語
る
マ
フ
ィ
ア
没
落
の

必
然
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
「
イ

ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
」
は
生
ま
れ

る
か
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
は
儲

か
ら
な
い
、
投
資
家
の
「
報
わ

れ
ぬ
愛
」、
コ
ラ
ム
「
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
ー
の
シ
ョ
ー
と
は
」、

生
徒
の
７
人
に
１
人
が
「
ホ
ー

ム
レ
ス
」、
高
す
ぎ
る
住
居
、

ト
ラ
ン
プ
氏
怒
ら
せ
た
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
、
国
連
秘
話
、
ク
リ

ス
マ
ス
、
楽
し
め
た
の
は
誰
？　

若
者
が
背
伸
び
消
費
、
食
料
配

布
に
行
列
、
な
ど
な
ど
、
本
書

は
、
そ
う
し
た
身
近
な
問
題
か

ら
、
広
く
国
全
体
の
社
会
構
造

や
歴
史
、
経
済
の
仕
組
み
ま
で

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、読
者
に「
理

解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
価

値
」
を
示
し
て
い
る
。

　

何
し
ろ
長
年
住
ん
で
い
て
も

分
か
ら
な
い
こ
と
、
知
ら
な
い

こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
日
本

経
済
新
聞
記
者
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
レ
ポ
ー
ト
を
、
ラ
ー
メ
ン
と

餃
子
を
食
べ
て
６
０
０
０
円
也

の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
し
み
じ
み

と
味
わ
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

を
単
な
る
ニ
ュ
ー
ス
や
映
像
の

国
と
し
て
で
は
な
く
、
人
々
の

生
活
や
思
い
を
通
し
て
知
り
た

い
人
に
と
っ
て
、
貴
重
な
一
冊

だ
。　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

米国のイメージと現実の落差
日本経済新聞社 米州総局・編

日本経済新聞出版・刊

■黒柳徹子の一生懸命対談（黒柳徹子、ちくま文庫）おしゃ
べりで聞きたがりの黒柳徹子が会いたかった19人と対談
した本。森英恵、沢村貞子、篠山紀信、司馬遼太郎、坂東
玉三郎、高倉健、淀川長治、向田邦子、永六輔ら、1975
年から2006年に行われたインタビューからの選りすぐり
の対談集。■晴れの日の木馬たち（原田マハ、新潮社）病
に倒れた最愛の父を支えるため、倉敷紡績で働く少女すて
ら。社長の大原孫三郎の知遇を得、贈られた雑誌〈白樺〉
でゴッホの絵を見て心打たれ、「ゴッホが絵を描いたよう
に小説を書く」と自身の道を定める。運命に導かれ、明治・
大正を生きた少女のアート小説。■大谷翔平はなぜ、壁を
越えられるのか？―仕事にも人生にも効く大谷イズム・ク
エスチョン57（西沢泰生、光文社）大谷翔平の言動やプレー
スタイルから「人生をよりよく生きる思考法」を学ぶ自己
啓発書。キャリアを振り返りながらクイズ形式で構成。自
分と大谷の考え方の違いを楽しく理解できる。著者は、大
谷がキャンプに持参した本の著者として知られる作家の西
沢泰生。■眠れないあなたに（松浦弥太郎、小学館文庫）
人間関係、仕事、お金、将来など、夜、ベッドに入った時
に甦ってくる悩みの数々。日本人の約5人に1人が不眠に
悩んでいる現在、人気エッセイストが贈る、こころを休ま
せて眠るためのコツとは。■嘘つきジェンガ（辻村深月、
文春文庫）見栄や不安、ほんの出来心から積み上げてしまった嘘でも、一線
を越えたらもう戻れない。『2020年のロマンス詐欺』『五年目の受験詐欺』『あ
の人のサロン詐欺』のタイトルで、騙す側、騙される側、それぞれの心理を
巧みに描いた3つの小説を収録。直木賞受賞作『鍵のない夢を見る』と連なる、
切実な葛藤と後悔を描いた辻村深月ワールドが堪能できる短編集。■なぜ、
J-POPは世界の心をつかむのか（久道りょう、青春出版社）藤井風、Ado、
米津玄師など、いま多くの日本人歌手が世界に進出している。また、Mrs.
GREENAPPLE、offi  cial 髭男 dismをはじめ、B’z、氷川きよし、郷ひろみなど、
日本を代表する32人のJポップアーティストをピックアップし、歌声の秘密、
ことばの使い方、楽曲のこだわりなどを徹底解剖する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

黒
柳
徹
子
に
よ
る
19
人
と
の
対
談
集
。
運
命
に
導
か
れ
た
少
女
の
ア
ー
ト
小
説
。
大
谷

翔
平
か
ら
学
ぶ
自
己
啓
発
書
。
こ
こ
ろ
を
休
ま
せ
て
眠
る
た
め
の
コ
ツ
を
伝
授
す
る
。
詐

欺
を
め
ぐ
る
３
つ
の
物
語
。
心
に
響
く
歌
声
を
徹
底
解
剖
す
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

陶
芸
が
盛
ん
な
湖
畔
の
村
に

住
む
少
女
ロ
ー
ダ
は
、あ
る
日
、

隣
人
の
大
切
な
器
を
う
っ
か
り

壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
失
敗
を

隠
そ
う
と
考
え
た
彼
女
は
そ
の

場
か
ら
走
っ
て
逃
げ
だ
し
、
村

の
そ
ば
に
広
が
る
巨
大
で
美

し
い
レ
イ
ク
タ
ホ
（
タ
ホ
湖
）

に
、
壊
れ
た
器
を
沈
め
て
し
ま

お
う
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

湖
に
器
を
沈
め
よ
う
と
す
る
た

び
に
湖
に
住
む
動
物
た
ち
と
出

会
い
、
正
直
で
誠
実
で
あ
る
こ

と
の
大
切
さ
や
、
雄
大
な
自
然

の
営
み
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ロ
ー
ダ
は
自
ら
の
過
ち
を

認
め
、
正
直
に
話
す
勇
気
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。　

　

美
し
い
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
が

融
合
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
特
徴

で
、
物
語
を
通
じ
て
そ
の
土
地

の
自
然
科
学
的
な
知
識
や
、
誠

実
さ
・
勇
気
と
い
っ
た
道
徳
的

な
教
訓
を
学
べ
る
本
。
タ
ホ
湖

の
自
然
科
学
的
な
豆
知
識
も
満

載
。
ア
メ
リ
カ
の
美
し
い
自
然

を
舞
台
に
し
た
「Road Trip 

Tales

」
シ
リ
ー
ズ
第
３
冊
目
。

ほ
か
に
は
「
セ
コ
イ
ヤ
国
立
公

園
」「
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
」「
モ

ノ
湖
」
が
あ
る
。（
高
田
）

正
直
さ
と
誠
実
さ
が
テ
ー
マ
の
物
語

 『The Very Wise Lake』
Written by Leah Vis

Published by Millbrook Press

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://usa.kinokuniya.com/
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28
日
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
朝
７
時
集
合
の

バ
ス
に
50
人
近
く
が
乗
っ
て
１

時
間
の
遠
征
と
な
り
、
朝
８
時

か
ら
６
時
ま
で
の
稽
古
と
進
級

審
査
が
行
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
戻
っ
た
の
は
夕
方
７
時
、

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
薙

刀
稽
古
場
で
も
あ
る
剣
禅
道
場

で
の
打
ち
上
げ
会
が
開
催
さ
れ

　

２
０
２
６
年
の
新
年
が
始
ま

っ
た
の
は
、
旧
暦(

太
陰
太
陽

暦)

に
よ
る
と
例
年
1
月
21
日

〜
2
月
20
日
の
間
の
新
月
の
日

が
旧
暦
の
1
月
1
日
に
当
た
る

こ
と
か
ら
2
月
17
日(

火)

と

な
る
。
そ
し
て
月
の
満
ち
欠
け

を
基
準
と
す
る
た
め
毎
年
の
よ

う
に
日
付
は
変
わ
る
。
こ
れ
を

も
と
に
、
中
国
・
台
湾
・
韓
国
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ

ア
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
ア
ジ
ア

各
国
を
中
心
に
正
月
の
お
祝
い

を
し
て
お
り
、
日
本
も
明
治
時

代
以
前
は
同
様
だ
っ
た
が
、
現

在
で
は
中
華
街
や
沖
縄
の
一
部

地
域
、
い
く
つ
か
の
神
社
・
仏

閣
に
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
近

年
よ
く
耳
に
す
る
春
節
と
は
旧

正
月
の
別
名
。
今
年
の
干
支
は

「
丙
午(

ひ
の
え
う
ま)

」だ
が
、

そ
の
「
十
干
十
二
支
（
じ
っ
か

ん
じ
ゅ
う
に
し
）」
と
は
、
紀

元
前
13
世
紀
こ
ろ
の
中
国
の
殷

（
い
ん
）
王
朝
で
使
わ
れ
て
い

た
甲
骨
文
字
に
み
え
る「
十
干
」

と
「
十
二
支
」
を
組
み
合
わ
せ

た
干
支(

計
60
通
り
の
暦
の
シ

ス
テ
ム)

の
こ
と
で
、
年
・
月
・

日
・
方
位
・
時
刻
を
表
す
暦
や

占
い
に
使
わ
れ
、
60
年
で
一
巡

(

還
暦)

す
る
思
想
だ
。
そ
し

て
1
日
の
区
切
り
は
24
時
間
で

は
な
く
、
日
本
で
も
江
戸
時
代

ま
で
は
1
日
を
12
の
刻(

こ
く

)

に
分
け
て
生
活
し
て
い
た
。

7
番
目
の
干
支
に
あ
た
る「
午
」

は
「
午
の
刻
」
と
呼
ば
れ
、
午

前
11
時
ご
ろ
〜
午
後
1
時
ご
ろ

を
指
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
ち
ょ

う
ど
真
ん
中
の
お
昼
（
12
時)

を
正
午
と
呼
ぶ
。
ち
な
み
に
丙

午
は
、十
干
の
「
丙
」
と
「
午
」

ど
ち
ら
も
火
の
性
質
を
持
ち
そ

の
力
が
増
長
さ
れ
る
年
と
さ

れ
、
江
戸
時
代
１
６
６
６
年
生

ま
れ
の
八
百
屋
お
七
の
逸
話(

こ
の
干
支
に
生
ま
れ
た
女
性
は

気
性
が
荒
く
、
夫
の
寿
命
を
縮

め
る
と
い
っ
た
迷
信)

が
広
ま

り
風
説
と
な
り
、
実
に
３
６
０

年
も
の
間
、
60
年
に
一
度
巡
っ

て
く
る

こ
の
年

は
女
性

の
人
生

に
深
刻

な
影
響

を
及
ぼ

し
、
産

み
控
え
が
あ
り
出
生
数
が
大
幅

に
減
少
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ

で
、
十
二
支
に
使
わ
れ
て
い
る

漢
字
は
一
般
の
人
々
に
馴
染
み

の
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
身
近
に
い
て
知
ら
れ
た
視

覚
的
に
分
か
り
や
す
い
動
物
の

漢
字
を
当
て
は
め
、
十
二
支
本

来
の
漢
字
は
、
時
間
や
方
位
、

記
号
の
役
割
と
し
て
残
さ
れ

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
午
」
に
は
、

太
陽
が
最
も
高
く
昇
る「
正
午
」

南
の
方
角(

午
＝
火
の
イ
メ
ー

ジ)

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
あ

ふ
れ
力
強
さ
を
体
現
す
る
存
在

で
あ
る
古
く
か
ら
人
や
物
を
遠

く
へ
運
ぶ
「
馬
」
が
選
ば
れ
た
。

　

さ
て
、「
馬
」
は
縁
起
物
と

し
て
国
内
で
も
「
物
事
が
う
ま

く(

馬)

く
い
く
」
と
い
う
語

呂
合
わ
せ
や
、
力
強
く
前
進
す

る
姿
か
ら
、
成
長
、
成
功
、
運

気
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
と
し
て
身
に
付
け
る
と

幸
運
を
呼
び
込
み
、
新
し
い
年

へ
と
力
強
く
駆
け
抜
け
る
よ
う

な
姿
の
馬
は
さ
ら
に
良
い
と
い

わ
れ
る
。

　

津
延
美
衣

(
つ
の
べ
み
え)

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑
定
資

格
者
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・ 

ア
ー

ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
な

ど
知
識
を
元
に
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ

ュ
レ
タ
ー
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ

エ
ー
ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/ 

98

縁
起
物
と
宝
石
「
今
年
の
干
支

『
午
（
馬
）』
と
ジ
ュ
エ
リ
ー　

１
」
18

馬のリング　Pt900

 　
全
米
の
薙
刀
愛
好
家
が
一

堂
に
集
ま
る
大
会
、
山
内
メ
モ

リ
ア
ル
大
会
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
パ
タ

ー
ソ
ン
大
学
の
体
育
館
で
２
月

た
。

　

翌
日
は
東 

83
丁
目
の
ブ
レ
ア

リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
体
育
館
で
の

試
合
が
朝
か
ら
開
始
、
両
日
ゲ

ス
ト
講
師
と
し
て
招
い
た
成
田

登
代
子
先
生
、
安
食
愛
先
生
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
塚
巻

Kei

先
生
と
主
催
者
のKatie 

Roche

６
段
と
上
段
者
達
が
審

査
、
準
備
、
応
対
に
お
わ
れ
な

が
ら
、
気
合
の
声
が
響
く
中
で
、

両
日
と
も
無
事
終
了
、
表
彰
式

を
終
え
た
。　
　
（
海
老
原
嘉
子
）

【写真上】　ゲスト講師の成田登代子先生、安
食愛先生、サンフランシスコから塚巻ケイ先
生と主催者のケイティ・ロッシェさん
【写真左】少年女子個人戦試合競技 :
優勝 :福田綸子 (13歳 )、2位 : パワーズ・キ
ャロライン (16歳 )、3位 :セイント・ジョン　
セリナ (16歳 )【写真上中央】　特別メダルを
もらって喜ぶエミコ・クランツ選手　　　

薙
刀
山
内
メ
モ
リ
ア
ル

全
米
大
会
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
開
催

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://mijikan.blogspot.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.ojfd.com
http://www.idocenter.com
tel:2122136069
https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.yamagatadental.net/
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

３．米国大学の種類と選び方（１）

　

こ
れ
ま
で
は
米
国
の
大
学
進

学
に
関
す
る
基
本
事
項
、
特
に

受
験
時
に
必
要
と
さ
れ
る
条
件

や
テ
ス
ト
等
に
つ
い
て
詳
し
く

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
の
章
で
は
、
大
学
の

種
類
や
形
態
、
ま
た
ど
の
学
校

を
受
験
す
る
か
、
選
択
の
し
か

た
な
ど
に
関
し
て
模
索
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

       

米
国
大
学
の
種
類

　

米
国
に
は
、
日
本
と
同
じ

く
公
立
（
州
立
や
市
立
大

学
）
と
私
立
大
学
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
州
立
で
有
名
な
大

学
に
はUCLA

を
始
め
と
し

たUC-system

（
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
シ
ス
テ
ム
）
に
属

す
る
大
学
、
ま
たUniversity 

of M
ichigan, University 

of Virginia, 

イ
リ
ノ
イ
州
の

Purdue University

な
ど
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
米
大
学
の

授
業
料
は
非
常
に
高
く
、
州
立

で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

州
立
で
唯
一
授
業
料
が
安
く
な

る
ケ
ー
ス
は
、
受
験
前
に
最
低

１
年
以
上
そ
の
州
内
に
在
住
し

て
税
金
を
支
払
っ
て
き
た
者
の

み
で
、
州
外
や
国
外
か
ら
の
学

生
の
授
業
料
は
２
、３
倍
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
私
立
大
学
で
は
、
ま

ず
有
名
な
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ

の
他
、Stanford University, 

MIT, University of Chicago, 
Northwestern University

な
ど
多
く
の
優
秀
な
大
学
が
存

在
し
ま
す
。
こ
こ
で
述
べ
た
大

学
は
ト
ッ
プ
の
学
校
で
す
が
、

例
え
ば
中
堅
の
大
学
で
も
、
充

実
し
た
専
門
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

著
名
な
大
学
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
は
多
く
の
知
識
と
経
験
を

希
望
分
野
に
お
い
て
得
ら
れ
、

そ
の
仕
事
に
関
係
す
る
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
米
国
は
大
学
の
名
前
も
大

事
で
す
が
、
肩
書
が
全
て
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
分
野
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
優
秀
性
や
、
本
人
の

専
門
的
能
力
を
重
視
す
る
社
会

で
あ
る
と
い
う
点
で
日
本
と
大

き
く
違
い
ま
す
。
他
に
も
い
わ

ゆ
る
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ

一
校
の
み
の
選
択
、
浪
人
経
験

の
あ
る
学
生
以
外
は
同
級
生
は

同
じ
年
齢
、
そ
し
て
全
員
フ
ル

タ
イ
ム
の
学
生
で
あ
る
こ
と
、

大
学
を
変
え
る
な
ら
再
度
受
験

か
ら
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
あ
る
意
味
柔
軟
性
に

欠
け
た
状
況
や
ル
ー
ル
だ
と
言

え
ま
す
。
し
か
し
米
国
で
は
、

例
え
ば
複
数
の
州
・
市
立
大
学

に
申
請
で
き
る
こ
と
、
数
年
仕

事
を
し
て
か
ら
大
学
に
来
た
学

生
や
、
30
代
や
40
代
の
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
が
い
る
こ
と
、
働
き
な

が
ら
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
学
生
、

先
述
の
よ
う
な
他
大
学
か
ら
の

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
学
生
が
多
い

こ
と
な
ど
、
様
々
な
形
態
や

背
景
の
学
生
が
存
在
し
ま
す
。

「
受
験
で
ど
こ
の
大
学
に
入
っ

た
」
と
い
う
よ
り
も
、「
ど
の

よ
う
な
努
力
を
し
て
ど
の
よ
う

な
成
績
を
取
っ
た
」「
専
門
知

識
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の

経
験
」「
最
終
学
歴
」
と
い
っ

た
総
合
的
ク
オ
リ
テ
ィ
が
重
視

さ
れ
、
そ
の
人
の
「
今
現
在
」

の
実
践
的
能
力
が
評
価
さ
れ
る

の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
点
で

は
、
例
え
ば
大
学
や
専
攻
な
ど

の
選
択
や
道
を
誤
っ
た
と
し
て

も
修
正
が
可
能
な
社
会
だ
と
言

え
ま
す
。
ま
た
仕
事
と
両
立
す

る
生
徒
が
多
い
た
め
、
昼
間
と

夜
間
が
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
全

く
同
じ
授
業
が
自
分
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
取
れ
ま
す

し
、
最
近
は
同
じ
授
業
が
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
日
本
と
比
べ
る
と
様
々
な

面
で
の
柔
軟
性
が
見
ら
れ
ま
す

ね
。
次
回
は
大
学
の
選
択
の
し

か
た
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
へ

の
参
加
、
高
い
授
業
料
を
軽
減

す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
エ
イ

ド
や
奨
学
金
の
有
無
な
ど
に
つ

い
て
、
詳
し
く
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。        （
つ
づ
く
）

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
が
あ
り
、
比

較
的
簡
単
に
多
く
の
人
が
ク
ラ

ス
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
希
望
の
大
学
に
入
れ
な

か
っ
た
場
合
、
特
定
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
に
通
い
、
良

い
成
績
を
取
っ
て
そ
こ
か
ら
目

標
の
大
学
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

（
大
学
転
校
）
し
た
学
生
の
ケ

ー
ス
は
実
際
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ト

が
可
能
な
こ
と
も
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

      
米
国
大
学
の
柔
軟
性

　

米
国
の
大
学
を
考
え
る
時

は
、
日
本
の
大
学
を
基
本
と
し

た
認
識
を
根
底
か
ら
変
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、

国
立
は
受
験
日
が
同
じ
な
の
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は
、
10

日
に
修
了
式
を
行
っ
た
。
校
長

か
ら
児
童
生
徒
代
表
へ
修
了
証

書
が
手
渡
さ
れ
、
児
童
生
徒
は

堂
々
と
し
た
姿
で
受
け
取
っ

た
。
そ
の
後
、
校
長
は
1
年
間

の
学
習
や
行
事
、
活
動
を
振
り

返
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

称
え
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
児
童
生
徒
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。
初
等

部
３
年
生
の
代
表
児
童
は
、
知

っ
て
い
る
英
語
を
使
っ
て
現
地

校
と
交
流
を
行
っ
た
こ
と
、
英

検
に
挑
戦
し
た
こ
と
な
ど
、
１

年
間
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
述
べ
、
４
年
生
は
楽
し

み
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
、
新
た
な
目
標
を
設
定
し
学

び
続
け
る
決
意
を
発
表
し
た
。

中
等
部
の
代
表
生
徒
は
、
中
等

部
へ
進
学
し
て
身
に
付
け
た
こ

と
に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
。「
英

語
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
３
学
期
に

た
く
さ
ん
勉
強
し
、
結
果
、
成

績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

努
力
は
結
果
に
つ
な
が
る
の
だ

と
感
じ
た
」な
ど
と
振
り
返
り
、

来
年
度
も
さ
ら
に
自
分
に
挑
戦

し
た
い
と
発
表
し
た
。

　

ふ
た
り
の
素
晴
ら
し
い
発
表

に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
た
。
１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
や
学
習
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
心
身
と
も
に
大
き

く
成
長
し
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ

る
修
了
式
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

初
等
部
・
中
等
部
修
了
式

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
６
日
、

令
和
７
年
度
修
了
式
と
今
年
度

を
も
っ
て
日
本
へ
帰
任
す
る
教

員
た
ち
の
離
任
式
を
行
っ
た
。

修
了
式
で
は
、
こ
の
１
年
間
の

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
と
成
長

に
つ
い
て
本
荘
校
長
か
ら
話
が

あ
っ
た
。各
学
年
の
代
表
児
童
・

生
徒
は
こ
の
１
年
の
確
か
な
成

長
を
胸
に
、
堂
々
と
し
た
様
子

で
本
荘
校
長
か
ら
修
了
書
を
受

け
取
っ
た
。

　

そ
の
後
、
帰
任
す
る
４
人
の

教
員
の
離
任
式
も
行
わ
れ
た
。

各
代
表
の
子
ど
も
た
ち
は
、
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、
花
束
と

Ｐ
Ｔ
Ｏ
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

贈
呈
し
た
。
帰
任
す
る
教
員
か

ら
は
派
遣
期
間
の
学
び
や
、
保

護
者
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
っ

た
。
修
了
式
と
離
任
式
を
終
え

て
、
今
年
度
の
学
校
生
活
が
締

め
く
く
ら
れ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

令
和
７
年
度
修
了
式
・
離
任
式

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
拠
点
に

音
楽
レ
ッ
ス
ン
を
提
供
す
る

ウ
ィ
ラ
ン
音
楽
院
（Willan 

Academy of Music

、
代
表
：

幅
健
司
）
は
５
月
９
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
マ
キ
ン
ホ
ー

ル
（
西
67
丁
目
１
２
９
番
地
）

で
創
立
10
周
年
を
記
念
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
育
つ
子

ど
も
た
ち
と
家
族
の
物
語
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
同
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
母
の
日

へ
の
感
謝
、
10
年
の
歩
み
（
10

年
間
通
い
続
け
た
生
徒
へ
の

「
継
続
賞
」
授
与
）、
文
武
両
道

の
成
果
を
披
露
す
る
ほ
か
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
た
プ
ロ
と

の
共
演
を
果
た
す
。　

　

入
場
料
は
30
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
はhttps://www.

kaufmanmusiccenter.org/
mch/event/joyful-decade-
willan-academy-of-music/

を
参
照
す
る
。

音
楽
レ
ッ
ス
ン
の

ウ
ィ
ラ
ン
音
楽
院

創立 10周年コンサート
５月９日マキンホールで

　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
全
日
制
幼
児

部
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
フ

レ
ン
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
3
年
生

とJapanese club

の
生
徒
を

招
き
「
茶
道
教
室
」
を
開
催
し

た
。
講
師
は
コ
ー
ル
阿
部
真
理

氏
。
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
お
茶
の
道
具
や

講
師
の
着
物
姿
に
子
ど
も
達
の

気
持
ち
も
引
き
締
ま
り
、
コ
ー

ル
氏
の
話
に
静
か
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。
特
に
茶
道
の
精
神
を

示
す
「
和
敬
清
寂
」
の
意
味
に

つ
い
て
、「
お
友
達
と
仲
良
く

す
ご
す
」「
手
を
洗
っ
て
き
れ

い
に
な
る
よ
う
に
心
も
き
れ
い

に
す
る
」
な
ど
身
近
な
生
活
の

場
面
に
例
え
た
わ
か
り
や
す
い

説
明
に
は
子
ど
も
達
は
深
く
共

感
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

　

実
際
に
茶
筅
を
持
っ
て
お
茶

を
た
て
る
お
け
い
こ
は
と
て
も

新
鮮
だ
っ
た
よ
う
で
、
講
師
か

ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
忠

実
に
従
い
な
が
ら
集
中
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
。
和
敬
清
寂
の

精
神
を
心
に
、
ま
ず
は
お
菓
子

を
、
そ
し
て
お
茶
を
い
た
だ
い

た
。
苦
み
の
あ
る
お
茶
に
お
い

し
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
、
少
し

ず
つ
口
に
運
ん
で
堪
能
し
て
い

た
。 

生
徒
か
ら
は
「
茶
道
を

行
う
特
定
の
季
節
は
あ
る
の

か
」「
必
ず
茶
室
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
な
ど
の

質
問
も
飛
び
交
い
、
多
言
語
・

多
文
化
を
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ら
で
は
の

文
化
交
流
の
日
と
な
っ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
で

茶
道
教
室

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
、

父
母
会
主
催
の
「
お
店
屋
さ
ん

ご
っ
こ
」
を
実
施
し
た
。「
お

店
へ
買
い
物
に
行
く
」
生
活
の

中
で
身
近
な
出
来
事
だ
か
ら
こ

そ
、
子
ど
も
達
に
は
盛
り
上
が

る
定
番
の
遊
び
。
身
近
な
社
会

に
関
心
を
持
ち
、
自
分
で
選
び

決
め
る
こ
と
の
大
切
さ
や
言
葉

の
や
り
と
り
を
楽
し
む
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
、
父
母
会
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
企
画
し
た
。
レ

ス
ト
ラ
ン
、
お
も
ち
ゃ
屋
さ

ん
、
お
菓
子
屋
さ
ん
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
屋
さ
ん
の
４
店
舗
を
設

営
し
、
全
て
の
商
品
は
父
母
会

並
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
制
作

し
た
。

　

当
日
は
た
い
よ
う
組
（
５
・

６
歳
異
年
齢
ク
ラ
ス
）
が
そ
れ

ぞ
れ
の
店
員
と
し
て
働
い
た
。

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
、

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
に
ド
ー
ナ
ツ
、

電
車
や
か
ん
む
り
な
ど
、
各
店

舗
数
種
類
あ
る
品
は
ど
れ
も
精

巧
に
作
ら
れ
た
。
そ
れ
を
前
に

子
ど
も
達
の
目
は
真
剣
。
自
分

で
作
っ
た
お
財
布
の
中
に
は
１

ド
ル
札
が
４
枚
入
っ
て
い
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ー
！
こ

れ
は
ど
う
で
す
か
ー
？
」
店
員

さ
ん
が
お
勧
め
商
品
を
紹
介
す

る
と
「
こ
れ
く
だ
さ
い
」
と
お

客
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
な

が
ら
お
金
を
渡
し
た
。
レ
ジ
に

お
金
が
た
ま
っ
て
い
く
と
、「
お

れ
の
店
が
一
番
売
れ
た
よ
」
と

熱
心
に
売
り
上
げ
を
確
認
す
る

お
店
も
あ
り
、
大
盛
況
で
終
わ

っ
た
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
初

め
て
自
分
の
お
金
で
好
き
な
物

を
買
う
こ
と
の
で
き
る
、
特
別

な
時
間
に
な
っ
た
。

お
買
い
物
で
き
た
！

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

（
小
島
昇
校
長
）
は
、
3
月
15

日
に
Ｌ
Ｉ
校
・
Ｗ
校
合
同
の
第

27
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
行
っ

た
。
初
等
部
、
中
等
部
、
高
等

部
の
各
課
程
を
修
了
し
た
合
計

１
１
１
人
の
卒
業
生
が
、
晴
れ

や
か
な
表
情
で
小
島
校
長
か
ら

卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
た
。

　

校
長
式
辞
で
は
、
ミ
ラ
ノ
・

コ
ル
テ
ィ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

活
躍
し
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
の
坂
上
香
織
選
手
の
行
動
を

例
に
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

の
視
点
か
ら
「
や
っ
て
み
る
」

「
自
分
ら
し
く
」「
何
と
か
な
る

さ
」「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持

ち
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
将
来
に

向
け
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ

た
。

　

来
賓
と
し
て
臨
席
し
た
在
Ｎ

Ｙ
日
本
国
総
領
事
間
瀬
首
席
領

事
や
Ｎ
Ｙ
教
育
管
理
委
員
会
鵜

川
委
員
長
か
ら
は
、
日
本
と
ア

メ
リ
カ
、
２
つ
の
文
化
を
体
験

し
て
い
る
今
の
経
験
が
将
来
必

ず
役
に
立
つ
と
励
ま
し
の
祝
辞

が
送
ら
れ
た
。

　

６
人
の
卒
業
生
代
表
が
述
べ

た
答
辞
は
、
現
地
校
と
補
習
校

を
両
立
す
る
苦
労
を
振
り
返
り

つ
つ
、
補
習
校
で
学
び
続
け
た

こ
と
で
得
ら
れ
た
自
信
に
満
ち

溢
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
仲
間
と

共
に
頑
張
っ
た
行
事
で
の
達
成

感
、
補
習
校
で
出
会
っ
た
同
じ

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
共
有

で
き
る
仲
間
と
の
絆
、
支
え
て

く
れ
た
両
親
へ
の
感
謝
な
ど
が

丁
寧
な
日
本
語
で
述
べ
ら
れ
、

式
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸

き
起
こ
っ
た
。

　

最
後
に
は
保
護
者
も
一
緒
に

「
蛍
の
光
」
を
斉
唱
。
児
童
生

徒
の
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
門
出
の
一
日
と
な
っ

た
。

　

第
27
回
卒
業
証
書
授
与
式

　
　
　
Ｌ
Ｉ
校
・
Ｗ
校
合
同
で
開
催

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

http://www.kodomony.org
https://miray109.com/
tel:2014616502
https://jp.kennedyinternational.org/
mailto:summerschool@nyikuei.org
https://www.kaufmanmusiccenter.org/mch/event/joyful-decade-willan-academy-of-music/


●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
に
て
発

表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ

る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は掲載週の前週の水曜日とします。
＊紙面の都合により掲載週を変更する場合があります。

N
Y
小
山
書
道
教
室
高
１ベ

ア　

拓
海

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
３杉

浦　

美
桜

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
１

河
内　

琴
春

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ア
マ
ド
ー
ル
バ
レ
ー
中
３

清
野　

す
み
れ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
一
般

ノ
ア　

デ
イ
ビ
ス

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
４

中
沢　

采
葉

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（54）

　

配
偶
者
の
栄
転
に
伴
う
ス
ト

レ
ス
を
Ｋ
さ
ん
が
話
さ
れ
ま

す
。同
性
婚
で
渡
米
し
て
数
年
、

何
度
目
か
の
転
居
で
す
。
引
っ

越
し
の
た
び
に
「
あ
ち
ら
は
キ

ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
い
く
」

一
方
、
Ｋ
さ
ん
は
再
就
職
で
振

り
出
し
に
戻
り
ま
す
。
英
語
力

に
自
信
が
な
い
の
で
求
職
先
の

選
択
肢
は
や
は
り
日
系
企
業
で

す
が
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

偏
見
を
持
つ
面
接
官
に
遭
遇
す

る
こ
と
も
。
ま
た
、
新
し
い
職

場
で
は
毎
回
、
い
わ
ゆ
る
「
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
の
心
労
も
体

験
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
の
３
大

ス
ト
レ
ス
は
仕
事
、
引
越
し
、

人
間
関
係
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
全
て
に
直
面
し

て
い
る
Ｋ
さ
ん
の
反
応
は
自
然

だ
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。
そ
し

て
同
居
を
選
ぶ
Ｋ
さ
ん
に
は
趣

味
や
探
求
な
ど
を
通
し
た
自
己

啓
発
の
可
能
性
を
考
え
て
頂
き

ま
し
た
。

　

ス
ト
レ
ス
は
何
か
し
ら
の
変

化
が
発
生
し
た
時
に
必
ず
起
こ

り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、
私

た
ち
は
特
に
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
事
な
く
対
処
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
気
に
な

る
事
柄
に
つ
い
て
の
変
化
に
は

特
に
強
く
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

の
で
上
手
に
付
き
合
う
と
私
た

ち
の
成
長
を
促
す
力
に
も
。

　

で
す
が
、
自
力
で
は
対
処
し

き
れ
な
い
時
、
う
つ
や
不
眠
な

ど
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
経
験
を
積
ん
だ
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

状
況
を
客
観
視
で
き
る
の
で
活

路
を
見
出
す
お
手
伝
い
が
可
能

で
す
。

 （
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

ス
ト
レ
ス
対
処

　

Ｎ
Ｙ
神
輿
会
は
お
神
輿
（
み

こ
し
）
好
き
が
集
ま
る
会
で
、

５
月
９
日
（
土
）
開
催
の
ジ
ャ

パ
ン
パ
レ
ー
ド
参
加
に
向
け
て

現
在 

お
神
輿
の
担
ぎ
手
を
募

集
し
て
い
る
。
神
輿
担
ぎ
の
経

験
の
あ
る
人
、
神
輿
を
担
い
で

み
た
い
人
、
お
祭
り
に
参
加
し

た
い
人
な
ど
経
験
は
不
問
で
、 

子
供
か
ら
大
人
ま
で
男
女
問
わ

ず
参
加
で
き
る
。
入
会
規
則
＝ 

入
会
金
や
年
会
費
は
一
切
か
か

ら
な
い
。
お
祭
り
好
き
、
お
神

輿
好
き
な
ら
誰
で
も
入
会
で

き
る
。 

入
会
希
望
者
は
、
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ムhttps://

www.tic-nyc.com/events

か

ら
登
録
を
。
Ｎ
Ｙ
神
輿
会
は
レ

ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ

グ
ル
ー
プ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な

っ
て
い
る
。

楽しい
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 祭りだ！神輿だ！
            日本文化の継承、地域振興 
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アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Finance Director
Publishing 
$90K-$100K NY (#16441)
------------------------------------
● Bilingual Business Analyst
IT
$100K-$150K NY (#16434)
------------------------------------

------------------------------------
● Admin. Assistant(Part-time)
Government related org.
$24.5/h NY (#16416)
------------------------------------
● Operation & Customer Service 
Logistics 
$60-$65K NY (#16407)
------------------------------------
●Medical Recep. and Admin.
Medical Org.   
$52K NY (#16378)
------------------------------------
● Network Engineer
IT 
$55K-$90K NY (#16362)
------------------------------------
● Sr.Transfer Pricing Assoc.
Accounting fi rm   
$80K-$90K NY (#16360)
------------------------------------
● IT Support Engineer
IT
$60K-$78K NY (#16348) 
------------------------

------------------------------------
● Senior Secretary 
Finance    
$72K-$93K NY (#16324)
------------------------
● Legal Exec. Assis.&Admin. 
Law Firm    
$54K-$63K NY (#16142)
------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00

◆◆ NY補習授業校教員募集◆◆
教員及び幼児部アシスタント等
土曜日のみの勤務
要米国就労ビザ　研修制度有
電話： (914) 636 - 3770
メール： hoshuko@jwsny.org

＊通常価格は1行（15文字）US$4
です。

＊商業目的のクラシファイド広告
は公認ライセンス等、証明書のご
提出をして頂く場合がございま
す。

＊締め切りは発行週の月曜日の午
後１時までです。

＊掲載ご希望内容によっては、ご
掲載をお断りする場合がございま
す。予めご了承下さい。

＊ロゴ、及び写真掲載は無料で行
いますが、サイズの指定は出来ま
せん。

＊長期掲載割引は12週（3ヶ月相
当）以上を適用期間とし、長期掲
載契約を交わした上でとり進めさ
せていただきます。

＊本紙に掲載された広告内容に関
しましてNY 生活プレス社、は一切
責任を負いかねます。

---- お申し込み・お支払い先 ----
New York Seikatsu Press, Inc.

71 West 47th Street., #1205
New York, NY 10036

Email: info@nyseikatsu.com
お問い合わせも上記まで

https://www.kokinshodo.com/
http://www.masako-inkyo.com/
https://artofhaiku.org/
tel:2122136069
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
https://www.tic-nyc.com/events
https://www.tic-nyc.com/events
https://www.tic-nyc.com/events
https://www.tic-nyc.com/events
https://www.tic-nyc.com/events
https://www.tic-nyc.com/events
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:quickny@919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usanews.com
mailto:hoshuko@jwsny.org
mailto:info@nyseikatsu.com
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

僕
た
ち
の
学
校
で
は
毎
年
、

１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
劇
な
ど
を
発

表
す
る
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
い
う
行
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
僕
た
ち
５
・
６

年
生
は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を

し
ま
し
た
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
と
は
本
を
紹
介
し
合
い
、

ど
の
チ
ー
ム
が
一
番
そ
の
魅

力
を
伝
え
ら
れ
る
か
を
競
う

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

本
番
で
は
、
予
選
会
を
勝
ち

抜
い
た
４
冊
の
本
を
、
４
つ

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
紹
介

し
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
、
こ

の
バ
ト
ル
に
向
け
て
、
約
１

ヶ
月
間
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

最
初
に
、
グ
ル
ー
プ
の
友

達
と
役
割
分
担
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
僕
の
役
割
は
あ
ら
す

じ
を
書
く
こ
と
で
し
た
。
そ

の
中
で
一
番
難
し
か
っ
た
の

は
「
問
い
か
け
」
を
考
え
る

こ
と
で
す
。「
問
い
か
け
」
と

は
、
観
客
に
「
こ
の
本
が
一

番
言
い
た
い
こ
と
」
を
伝
え

る
た
め
の
言
葉
で
す
。
だ
か

ら
、
本
の
テ
ー
マ
と
問
い
か

け
を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
と
て
も
難

し
か
っ
た
で
す
。

　

あ
ら
す
じ
の
中
で
工
夫
し

た
こ
と
は
、
低
学
年
に
も
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
、
難
し

い
言
葉
を
簡
単
な
言
葉
に
言

い
か
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

使
っ
て
調
べ
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
文
章
に
直
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
本
の
紹
介

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い

と
思
い
、
グ
ル
ー
プ
で
何
度

も
話
し
合
い
ま
し
た
。
途
中

で
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時

は
話
を
ま
と
め
た
り
、
相
手

の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
い
た

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

２
０
１
９
年
６
月
。
私

は
羽
田
か
ら
伊
丹
行
き
の

J
A
L
の
飛
行
機
に
乗
っ
て

い
た
。
そ
の
頃
私
は
ほ
ぼ
毎

年
、
夏
に
は
日
本
に
遊
び
に

行
っ
て
い
た
。
13
歳
の
私
と

10
歳
の
妹
は
機
内
の
前
方
の

席
に
つ
き
、
な
ぜ
か
父
と
母

は
ト
イ
レ
の
近
く
の
奥
側
に
、

と
親
子
別
々
に
座
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
こ

う
な
っ
た
の
か
は
覚
え
て
い

な
い
が
、
一
時
間
程
度
の
フ

ラ
イ
ト
だ
っ
た
の
で
全
く
平

気
、
だ
と
心
で
思
っ
て
い
た
。

　

離
陸
し
て
し
ば
ら
く
す
る

と
、
ス
ラ
っ
と
し
た
背
の
高

い
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

の
お
姉
さ
ん
が
、
カ
ー
ト
を

押
し
な
が
ら
後
ろ
か
ら
や
っ

て
来
た
。「
お
嬢
さ
ん
、
飲
み

物
は
い
か
が
で
す
か
」
と
、

コ
ッ
プ
を
手
に
取
り
な
が
ら

丁
寧
に
話
し
か
け
ら
れ
た
。

「
お
嬢
さ
ん
」
っ
て
私
の
こ

と
？
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
13

歳
の
私
は
、
敬
語
も
う
ま
く

話
せ
な
か
っ
た
の
で
、
も
う

す
で
に
ぎ
こ
ち
な
さ
を
感
じ

て
い
た
。「
は
い
、
グ
レ
ー
プ

ジ
ュ
ー
ス
で
」
と
私
は
答
え

た
。
今
か
ら
考
え
て
み
る
と

「
く
だ
さ
い
」
だ
ろ
、
と
自
分

で
思
う
。
当
時
は
、
家
族
や

補
習
校
の
同
級
生
と
し
か
日

本
語
を
使
う
機
会
が
な
か
っ

た
。
そ
れ
以
外
の
人
と
日
本

語
で
話
す
こ
と
は
な
く
、
ド

ラ
マ
で
聞
い
た
言
葉
は
少
し

覚
え
て
い
た
。
だ
か
ら
中
途

半
端
な
日
本
語
が
出
て
き
た

の
だ
ろ
う
。

　

お
姉
さ
ん
が
ジ
ュ
ー
ス
を

注
い
で
い
る
あ
い
だ
は
、
ち

ょ
っ
と
ホ
ッ
と
し
た
の
を
覚

え
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、

ジ
ュ
ー
ス
を
注
い
で
い
る
間

で
も
「
今
日
は
い
い
天
気
ね

え
」「
ま
だ
お
酒
は
早
す
ぎ

る
ね
！
は
っ
は
は
！
」
な
ど

の
冗
談
な
ど
を
喋
り
続
け
る
、

あ
る
意
味
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

す
ぎ
る
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
も
い
る
。
今
回
は
自
分

の
下
手
な
敬
語
を
使
わ
な
く

て
す
ん
で
よ
か
っ
た
な
と
、

少
し
ホ
ッ
と
し
た
。

　

コ
ッ
プ
を
受
け
取
る
と
同

時
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
口
か
ら
出
て
き

た
。
ち
ょ
っ
と
違
う
！
？
「
あ

り
が
と
う
」
？
「
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
？

「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
？
今
考
え
る
と
普

通
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
い
や
、
た
だ
首
を
傾

け
て
会
釈
を
す
る
だ
け
で
も

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

13
歳
の
私
は
、
自
分
の
言

葉
遣
い
が
お
か
し
い
と
は
分

か
っ
て
い
た
が
、
ど
こ
が
ズ

レ
て
い
る
の
か
ピ
ン
と
来
な

か
っ
た
。
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
が
去
っ
て
い
っ
た
後

も
、
恥
ず
か
し
く
て
し
ば
ら

く
緊
張
し
て
い
た
覚
え
が
あ

る
。
実
際
そ
の
年
の
日
本
旅

行
の
思
い
出
の
中
で
も
、
な

ぜ
か
こ
の
「
恥
ず
か
し
か
っ

た
」
と
言
う
気
持
ち
は
今
ま

で
残
っ
て
い
る
。

　
「
恥
ず
か
し
い
」
と
思
っ
た

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
私
は
自

分
が
外
見
と
中
身
が
一
致
し

な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
見
た

目
は
日
本
人
な
の
に
、
日
本

人
に
成
り
切
れ
て
い
な
い
と

い
う
感
じ
だ
。
私
が
日
本
に

遊
び
に
行
き
始
め
た
最
初
の

2
年
く
ら
い
は
、「
楽
し
か
っ

た
」
と
い
う
こ
と
し
か
覚
え

て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ

の
頃
か
ら
は
自
分
が
日
本
人

な
の
か
ア
メ
リ
カ
人
な
の
か
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
考

え
始
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
時
、
私
は
自
分
が
外
人

と
し
て
見
え
た
の
だ
と
思
う
。

今
で
も
自
分
は
誰
な
の
か
、

何
%
日
本
人
、
何
%
ア
メ
リ

カ
人
か
は
は
っ
き
り
わ
か
ら

な
い
け
れ
ど
、
私
は
お
寿
司

の
後
に
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
デ

ザ
ー
ト
と
し
て
食
べ
る
の
に

は
違
和
感
を
感
じ
な
い
。
そ

れ
で
私
は
ハ
ッ
ピ
ー
だ
。

　
　
　
　
　   （
米
国
生
ま
れ
）

「『ごんぎつね』の続き」
　　ニューヨーク育英学園サタデースクール小４

　　　　　　　　　　　　　　　　　大宮　彩季

「
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
海　

湊
太

　

ご
ん
が
死
ん
で
し
ま
っ
て

か
ら
一
週
間
が
た
ち
ま
し
た
。

兵
十
は
た
き
火
の
そ
ば
に
座

り
、
深
い
た
め
息
を
つ
き
ま
し

た
。「
お
っ
か
あ
も
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
し
、
ご
ん
も
死

ん
じ
ゃ
っ
た
し
、
お
れ
は
こ

れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
生
き
て

い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。」
そ

う
や
っ
て
つ
ぶ
や
く
と
、
兵

十
は
ご
ん
か
ら
も
ら
っ
た
栗

を
一
口
か
じ
り
ま
し
た
。
悲

し
さ
と
甘
さ
が
の
う
に
し
み

わ
た
り
、
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し

た
。「
よ
う
し
、
ま
ず
は
村
の

み
ん
な
に
、
ご
ん
の
事
を
伝

え
よ
う
」。

　

次
の
日
の
朝
、
兵
十
は
村

を
回
り
、
ご
ん
が
い
た
ず
ら

を
し
て
い
た
の
は
、
村
の
み

ん
な
に
甘
え
た
か
っ
た
か
ら

で
、
本
当
は
や
さ
し
い
き
つ

ね
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
兵

十
に
栗
や
松
た
け
を
毎
日
持

っ
て
き
て
く
れ
て
い
た
こ
と

を
話
し
ま
し
た
。
村
人
た
ち

は
兵
十
の
話
を
聞
き
、
や
が

て
う
な
ず
き
ま
し
た
。
そ
の

日
、
村
人
た
ち
は
小
さ
な
丘

に
集
ま
り
、
ご
ん
の
は
か
を

建
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
、
兵
十
は
空
を
見

上
げ
ま
し
た
。
星
の
間
に
、

小
さ
な
こ
ぎ
つ
ね
の
影
が
笑

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。      （
滞
米
３
年
１
か
月
）

「
偽
日
本
人
」

　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　

結

り
し
て
、
仲
を
取
り
も
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
一
人
一

人
考
え
方
は
違
い
ま
す
が
、

ど
う
し
た
ら
お
互
い
に
納
得

で
き
る
か
を
考
え
、
み
ん
な

で
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
発
表
の
仕

方
に
つ
い
て
も
、
時
間
を
か

け
て
練
習
し
ま
し
た
。
話
す

間
の
取
り
方
な
ど
、
一
つ
一

つ
工
夫
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
人

の
前
で
発
表
し
た
の
で
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
、

仲
間
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
堂
々

と
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
大
成
功
し

ま
し
た
。　

　

僕
は
、
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て
、
仲
間

と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
仲
間
と
協

力
す
る
こ
と
で
、
一
人
で
は

で
き
な
い
よ
う
な
良
い
発
表

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
僕
は
次
の
ウ
ィ
ン

タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
も

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
来
年
６

年
生
に
な
る
の
で
、
下
級
生

を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
　   　
（
滞
米
１
年
７
か
月
） 「

ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

里
穂

　

差
別
。
あ
る
基
準
に
も
と
づ

い
て
、
区
別
す
る
こ
と
。
偏
見

や
不
当
な
基
準
な
ど
を
も
と

に
、
特
定
の
人
に
対
し
て
、
不

利
益
・
不
平
等
な
あ
つ
か
い
を

す
る
こ
と
。
私
は
こ
の
「
差

別
」と
い
う
言
葉
が
大
嫌
い
だ
。

　

差
別
と
聞
い
た
ら
、
ま
ず
何

を
思
い
浮
か
べ
る
。
人
種
、
年

齢
、障
害
、宗
教
、性
別
、体
型
、

様
々
な
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

私
は
そ
の
一
つ
一
つ
を
ア
ク

セ
サ
リ
ー
だ
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
毎
日
違
う
も
の
に

変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

友
達
と
交
換
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
新
し
く
買
う
こ
と

も
で
き
な
い
し
、
取
り
外
す

こ
と
も
で
き
な
い
。
け
れ
ど

も
、
そ
れ
以
上
に
価
値
が
あ

る
。
そ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は

こ
の
世
に
一
つ
し
か
な
い
か

ら
。

　

例
え
ば
、
約
一
億
人
が
同

じ
姿
に
な
っ
て
、
あ
る
空
間

に
集
め
ら
れ
た
と
す
る
。
そ

の
中
に
あ
な
た
の
大
親
友
が

入
っ
て
い
た
と
す
る
。
携
帯

等
を
禁
止
と
し
、
一
日
以
内

に
そ
の
親
友
を
見
つ
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
な
っ
た
ら
、

あ
な
た
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

私
は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
と
思
う
。

そ
れ
は
全
員
が
同
じ
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
つ
け
て
い
て
、
判

断
す
る
方
法
が
ほ
ぼ
な
い
。

そ
れ
は
た
だ
の
ク
ロ
ー
ン
で

し
か
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の

世
は
色
と
り
ど
り
の
個
性
で

あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
差

別
し
て
、
不
平
等
に
あ
つ
か

う
人
達
の
こ
と
が
理
解
で
き

な
い
。

　

特
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
色
々

な
人
が
集
ま
る
国
で
は
、
差

別
が
日
常
茶
飯
事
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
同
じ
人
間
な

の
に
、
宗
教
や
人
種
の
違
い

で
戦
争
が
起
こ
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
沢

山
の
人
の
大
事
な
命
を
小
さ

な
差
別
の
せ
い
で
お
と
し
て

し
ま
う
。
だ
か
ら
私
は「
差
別
」

を
な
く
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
相
手
の
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
認
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。

そ
し
て
、
自
分
の
偏
見
や
固

定
観
念
を
壊
し
て
、
変
え
て
、

新
し
い
視
点
で
世
界
を
見
て

ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
相

手
の
良
い
と
こ
ろ
が
自
然
に

見
え
て
く
る
し
、
世
界
は
平

和
に
な
る
と
私
は
思
っ
て
い

る
。　

　
　
　   （
滞
米
４
年
11
か
月
）

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
・
ハ
ー
レ
ム
ラ
イ
ン
の
ス
カ
ー
ス
デ
ー

ル
は
、
古
く
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
通
勤
す
る
駐
在
員
家
庭
の

レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
リ
ア
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
土
地

だ
。
写
真
の
部
屋
は
、
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
駅
か
ら
徒
歩
12
分
程

度
の
賃
貸
の
一
戸
建
て
住
宅
の
と
て
も
広
い
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

と
キ
ッ
チ
ン
。
3
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
２
・
５
バ
ス
ル
ー
ム
に
広

い
デ
ッ
キ
の
あ
る
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
家
の
前
は
デ

ッ
ド
エ
ン
ド
な
の
で
、
車
通
り
も
少
な
く
静
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
希
少
な
ス
カ
ー
ス

デ
ー
ル
駅
徒
歩
圏
の
ス

カ
ー
ス
デ
ー
ル
学
校
区
。

　

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

か
ら
2
層
構
造
の
広
い

デ
ッ
キ
に
出
る
こ
と
が

で
き
、
隣
が
キ
ッ
チ
ン

な
の
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

も
し
や
す
い
間
取
り
だ
。

　

2
階
に
ゆ
と
り
あ
る

広
さ
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

が
二
つ
と
バ
ス
タ
ブ
付

き
バ
ス
ル
ー
ム
、
三
階

に
は
主
寝
室
と
バ
ス
ル

ー
ム
、
3
つ
ク
ロ
ゼ
ッ

ト
も
あ
り
収
納
も
十
分
だ
。 

　

キ
ッ
チ
ン
横
の
階
段
を
下
り
る
と
多
目
的
室
と
ラ
ン
ド
リ

ー
、
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
、
そ
し
て
そ
の
ま
ま
ガ
レ
ー
ジ
に
下
り

て
い
け
る
の
で
、
雨
の
日
も
ぬ
れ
ず
に
車
の
乗
り
降
り
が
で
き

る
。
家
の
横
に
あ
る
階
段
か
ら
は
野
球
場
、
遊
具
施
設
の
あ
る

広
い
公
園
に
出
ら
れ
る
の
も
特
典
。
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
駅
周
辺

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ
ュ
ー
ダ
ー
調
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
施
設
、
市
民
プ
ー
ル
、
図
書
館
な
ど
公
共
施
設
の
充
実
ぶ
り

に
は
定
評
が
あ
る
。

　

家
賃
は
６
５
０
０
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@shoenrealty.

com

　

古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

スカースデールの自宅からマンハッタン通勤

　

金
融
情
報
サ
イ
ト
の
ウ
ォ
レ

ッ
ト
ハ
ブ
は
10
日
、
２
０
２
６

年
「
最
も
幸
せ
な
都
市
」
ラ
ン

キ
ン
グ
を
発
表
し
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
フ
リ
ー
モ
ン
ト
が
２

年
連
続
で
１
位
と
な
っ
た
。

　

同
サ
イ
ト
の
専
門
家
は
米

国
内
１
８
２
都
市
を
対
象

に
、
生
活
満
足
度
や
寿
命
を

含
む
「
心
身
の
幸
福
」、
年
収

７
万
５
０
０
０
ド
ル
以
上
の
世

帯
率
や
貧
困
率
を
含
む
「
収
入

と
雇
用
」、
１
０
０
０
人
当
た

り
の
公
園
の
広
さ
や
ヘ
イ
ト
ク

ラ
イ
ム
発
生
率
を
含
む
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
環
境
」
の
全
29
項

目
を
１
０
０
点
満
点
で
採
点
し

た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
南

東
岸
に
位
置
す
る
フ
リ
ー
モ
ン

ト
は
、
約
80
％
の
世
帯
の
年
収

７
万
５
０
０
０
ド
ル
以
上
だ
っ

た
。
以
下
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
上

位
10
位
は
２
位
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ

州
ビ
ス
マ
ー
ク
、
３
位
ア
リ
ゾ

ナ
州
ス
コ
ッ
ツ
デ
ー
ル
、
４
位

バ
ー
モ
ン
ト
州
バ
ー
リ
ン
ト

ン
、
５
位
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
フ

ァ
ー
ゴ
、
６
位
カ
ン
ザ
ス
州
オ

ー
バ
ー
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
、
７
位

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
チ
ャ
ー

ル
ス
ト
ン
、
８
位
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
ア
ー
バ
イ
ン
、
９
位
ア

リ
ゾ
ナ
州
ギ
ル
バ
ー
ト
、
10
位

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ノ

ゼ
。
Ｎ
Ｙ
市
は
「
心
身
の
幸

福
」
で
48
位
、「
収
入
と
雇
用
」

71
位
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
環

境
」
１
５
２
位
で
総
合
48
位
だ

っ
た
。
最
下
位
５
位
は
１
８
２

位
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
、

１
８
１
位
テ
ネ
シ
ー
州
メ
ン

フ
ィ
ス
、
１
８
０
位
ル
イ
ジ

ア
ナ
州
シ
ュ
リ
ー
ブ
ポ
ー
ト
、

１
７
９
位
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
、
１
７
８
位
ウ
エ
ス

ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ハ
ン
テ
ィ
ン

ト
ン
。

　

そ
の
ほ
か「
鬱
病
の
罹
患
率
」

が
最
も
低
か
っ
た
の
は
Ｎ
Ｊ
州

ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
で
最
高

は
Ｗ
Ｖ
州
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
、

「
適
切
な
睡
眠
時
間
」
を
最
も

確
保
し
て
い
る
の
は
バ
ー
モ
ン

ト
州
サ
ウ
ス
バ
ー
リ
ン
ト
ン
で

最
下
位
は
Ｍ
Ｉ
州
デ
ト
ロ
イ

ト
、「
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
」
の

１
位
は
Ｖ
Ｔ
州
サ
ウ
ス
バ
ー
リ

ン
ト
ン
で
最
下
位
は
テ
キ
サ
ス

州
ラ
レ
ド
、「
自
殺
率
」
が
最

も
低
い
の
は
Ｎ
Ｊ
州
ニ
ュ
ー
ア

ー
ク
で
最
高
は
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ

州
キ
ャ
ス
パ
ー
、「
就
労
時
間
」

が
最
も
少
な
い
の
は
Ｖ
Ｔ
州
バ

ー
リ
ン
ト
ン
で
最
高
は
Ｗ
Ｙ

州
シ
ャ
イ
ア
ン
、「
所
得
上
昇

率
」
の
１
位
は
フ
ロ
リ
ダ
州
マ

イ
ア
ミ
で
最
下
位
は
ア
ラ
ス
カ

州
ジ
ュ
ノ
ー
、「
離
婚
率
」
が

最
も
低
い
の
は
フ
リ
ー
モ
ン
ト

で
最
高
は
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
。
同
サ
イ
ト
は
「
幸

福
の
感
じ
方
」
に
つ
い
て
、
居

住
地
が
影
響
し
転
居
す
る
こ
と

で
満
足
度
が
増
す
こ
と
も
あ
り

得
る
が
、
収
入
に
つ
い
て
は

「
年
収
が
最
低
７
万
５
０
０
０

ド
ル
ま
で
は
幸
福
度
が
上
が
る

が
、
そ
れ
以
上
は
そ
れ
ほ
ど
影

響
し
な
い
。
最
高
の
幸
福
度
を

求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
平
均
収

入
や
就
労
時
間
は
妥
当
な
範
囲

で
、
通
勤
時
間
が
短
く
、
気
候

が
良
く
、
近
隣
住
民
が
親
切

な
場
所
」
を
選
ぶ
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
同
調
査
結
果

の
詳
細
はhttp://wallethub.

com/edu/happiest-places-
to-live/32619

を
参
照
す
る
。

  

最
も
幸
せ
な
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
は
Ｃ
Ａ
州
フ
リ
ー
モ
ン
ト 

NY は心身の幸福
全米で 48 位に

mailto:commercial@redacinc.com
http://wallethub.com/edu/happiest-places-to-live/32619
mailto:info@shoenrealty.com
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第
二
次
世
界
大
戦
時
、
当

時
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

に
よ
る
大
統
領
令
９
０
６
６

号
に
よ
り
、
全
米
で
暮
ら
す

12
万
６
0
０
０
人
も
の
日
系
米

国
人
が
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を

持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
敵
性
外
国
人
」
と
み
な
さ
れ
、

自
由
と
財
産
を
奪
わ
れ
て
日
系

米
国
人
強
制
収
容
所
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
戦
後
、

収
容
所
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た

日
系
米
国
人
た
ち
は
、
様
々
な

制
限
や
不
具
合
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
も
新
し
い
生
活
を
開
始
。

東
海
岸
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
ア
ッ
パ
ー
デ
ィ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
に
あ
る
冷
凍
農
産
物
工
場

の
複
合
施
設
「
シ
ー
ブ
ル
ッ
ク

農
場
」
に
約
２
５
０
０
人
が
移

住
し
た
。

　

大
統
領
令
が
発
布
さ
れ
て
か

ら
84
年
目
と
な
る
今
年
２
月
21

日
、
シ
ー
ブ
ル
ッ
ク
仏
教
寺
院

を
会
場
に
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人

市
民
同
盟
シ
ー
ブ
ル
ッ
ク
支
部

と
シ
ー
ブ
ル
ッ
ク
教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
は
共
催
で「
追
憶
の
日
」

集
会
を
開
催
。
シ
ー
ブ
ル
ッ
ク

農
場
で
育
っ
た
元
住
民
を
中
心

と
し
た
大
勢
の
日
系
米
国
人
ら

が
出
席
し
た
。
同
集
会
で
は
、

自
身
も
日
系
米
国
人
強
制
収
容

所
で
生
ま
れ
、
幼
少
期
は
原
爆

投
下
後
の
広
島
で
暮
ら
し
、
青

年
期
に
は
米
軍
兵
と
し
て
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
従
軍
と
い
う
波
瀾

万
丈
な
人
生
経
験
か
ら
、
現
在

は
人
権
活
動
家
と
し
て
も
活
躍

す
る
、
実
業
家
の
古
本
武
司
さ

ん
が
ゲ
ス
ト
に
招
か
れ
、
自
身

の
体
験
や
当
時
の
日
系
人
の
過

酷
な
収
容
所
生
活
に
つ
い
て
講

演
を
行
っ
た
。

　

古
本
さ
ん
は
、１
９
４
４
年
、

全
米
に
10
か
所
あ
っ
た
日
系
人

強
制
収
容
時
の
中
で
も
最
も
厳

し
い
警
備
体
制
が
敷
か
れ
て
い

た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
北
部
の

荒
野
に
あ
っ
た
ツ
ー
ル
レ
イ
ク

収
容
所
で
産
声
を
あ
げ
た
。
日

系
移
民
一
世
だ
っ
た
古
本
さ
ん

の
父
親
は
、
戦
前
に
友
人
で
あ

る
オ
オ
オ
カ
・
キ
ク
オ
氏
と
卸

売
野
菜
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
を

収
め
て
い
た
が
、
戦
争
が
始
ま

り
大
統
領
令
に
よ
っ
て
財
産
を

没
収
さ
れ
て
一
家
で
強
制
収
容

所
に
入
れ
ら
れ
た
。
戦
後
、
父

は
故
郷
で
あ
る
被
爆
地
広
島
に

祖
父
母
の
安
否
確
認
の
た
め
一

家
で
帰
っ
た
が
、
当
時
の
厳
し

い
法
律
に
よ
り
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
古
本
さ
ん
は
そ
こ
で
葛

藤
を
抱
え
な
が
ら
幼
少
期
を
過

ご
し
た
。
10
数
年
経
っ
て
よ
う

や
く
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
戻
っ
た

古
本
さ
ん
は
、
同
地
で
も
人
種

差
別
を
経
験
。
青
年
期
に
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
志
願
し
て
従
軍
。

所
属
し
た
部
隊
は
戦
果
を
上
げ

叙
勲
も
し
た
が
、
自
身
は
深
刻

な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症
。
帰
国

後
、
そ
ん
な
古
本
さ
ん
を
支
え

て
く
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
さ
ん
と
結

婚
。
Ｎ
Ｙ
で
不
動
産
事
業
を
開

始
し
成
功
し
た
。
そ
ん
な
中
、

２
０
１
０
年
に
た
ま
た
ま
同
社

を
訪
ね
て
き
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

タ
ミ
コ
・
オ
オ
オ
カ
さ
ん
が
、

父
親
の
親
友
で
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
だ
っ
た
オ
オ
オ
カ
・
キ

ク
オ
氏
の
孫
娘
だ
と
判
明
し
、

運
命
の
出
会
い
を
果
た
す
。
家

族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
が
始
ま

っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
と
何
年

に
も
渡
っ
て
話
し
合
い
、
昨
年

エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
に
不
動
産
会

社
の
事
業
を
継
承
し
た
。

　

古
本
さ
ん
は
現
在
、
次
世
代

が
自
分
と
同
じ
よ
う
な
運
命
を

経
験
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

日
系
米
国
人
が
受
け
た
不
当
な

歴
史
を
広
く
伝
え
る
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
年
に
20
〜
30
回
行

う
講
演
を
通
じ
て
歴
史
の
教
訓

を
伝
え
て
い
る
。
講
演
の
締
め

く
く
り
に
、
古
本
さ
ん
は
、
現

政
権
に
よ
る
移
民
へ
の
弾
圧
強

化
に
対
し
て
「
84
年
前
に
起
き

た
こ
と
が
今
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
立
ち
上

が
り
、
憲
法
を
守
る
必
要
が
あ

る
」
と
語
っ
た
。

シ
ー
ブ
ル
ッ
ク
仏
教
寺
院

第
84
回「
追
憶
の
日
」集
会
で

古
本
さ
ん
が
講
演

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:hello@libret.com
https://able-nw.com/newyork/
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
https://qrco.de/bekbQo
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埼
玉
県
春
日
部
市
に
巨
大
な

地
下
空
間
が
存
在
す
る
こ
と
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。「
地
下
神

殿
」と
呼
ば
れ
る
そ
の
場
所
は
、

世
界
最
大
級
の
治
水
施
設
「
首

都
圏
外
郭
放
水
路
（
し
ゅ
と
け

ん
が
い
か
く
ほ
う
す
い
ろ
）」

で
あ
る
。
１
９
９
３
年
に
着
工

し
、
２
０
０
２
年
に
一
部
が
、

そ
し
て
06
年
に
供
用
が
開
始
さ

れ
た
。
こ
の
施
設
の
役
割
は
、

近
隣
河
川
の
増
水
時
に
水
を
地

下
へ
と
取
り
込
み
、
江
戸
川
へ

排
水
す
る
こ
と
に
あ
る
。
都
市

化
が
進
む
首
都
圏
で
は
大
雨
の

際
に
河
川
が
急
激
に
増
水
し
や

す
く
、
氾
濫
の
危
険
が
あ
る
た

め
、
洪
水
の
水
を
一
時
的
に
逃

が
し
て
街
を
守
る
「
巨
大
な
地

下
の
バ
イ
パ
ス
」
と
し
て
建
設

さ
れ
た
。
な
か
で
も
圧
倒
さ
れ

る
の
が
、
地
下
22
メ
ー
ト
ル
に

広
が
る
「
調
圧
水
槽
」
と
呼
ば

れ
る
空
間
で
あ
る
。
高
さ
18
メ

ー
ト
ル
、
重
量
５
０
０
ト
ン
の

巨
大
な
59
本
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

柱
が
天
井
を
支
え
る
姿
は
ま
さ

に
神
殿
の
よ
う
。
光
が
差
し
込

む
と
柱
の
影
が
長
く
伸
び
て
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
生
み
出
し

て
い
る
。

　

こ
の
施
設
を
体
験
す
る
た
め

に
、
ま
ず
は
排
水
機
場
内
に
併

設
さ
れ
た
地
底
探
検
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「
龍
Ｑ
館
（
り
ゅ
う
き
ゅ

う
か
ん
）」
を
訪
れ
た
。
見
学

会
の
受
付
場
所
で
も
あ
り
、
館

内
に
は
放
水
路
全
容
の
模
型
の

ほ
か
、
写
真
や
映
像
で
水
の
流

れ
を
視
覚
的
に
解
説
す
る
展
示

室
も
あ
っ
て
、
大
人
も
子
供
も

「
ど
う
や
っ
て
水
害
を
防
い
で

い
る
の
か
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
見
学
ツ
ア
ー
は
完
全
予

約
制
で
、
１
か
月
前
よ
り
公
式

サ
イ
ト
か
ら
予
約
可
能
だ
が
、

週
末
な
ど
は
す
ぐ
埋
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
早
々
に
受
付
終
了
と

な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　

見
学
時
間
に
な
る
と
ガ
イ
ド

が
や
っ
て
き
て
、
水
路
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
描
か
れ
た
パ
ネ
ル
の

前
で
５
分
ほ
ど
説
明
し
、
一
行

は
屋
外
へ
。
少
し
歩
い
た
先
に

あ
る
小
さ
な
地
下
へ
の
入
り
口

か
ら
１
１
６
段
の
階
段
を
下
っ

て
い
く
と
、
ひ
ん
や
り
し
た
空

気
の
な
か
に
林
立
す
る
巨
大
な

柱
が
見
え
て
く
る
。
奥
行
き

１
７
７
メ
ー
ト
ル
の
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
が
す
っ
ぽ
り
収
ま
る
ほ

ど
の
調
圧
水
槽
に
降
り
立
つ
と

そ
の
ス
ケ
ー
ル
に
圧
倒
さ
れ
、

参
加
者
た
ち
は
皆
パ
シ
ャ
パ
シ

ャ
と
撮
影
大
会
と
な
っ
た
。
ま

た
、
い
ま
ど
き
の
楽
し
み
方
と

し
て
龍
Ｑ
館
の
無
料
ア
プ
リ
を

利
用
し
た
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）

体
験
も
お
も
し
ろ
い
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
を
向
け
る

と
何
も
な
い
空
間
に
水
が
ど
ん

ど
ん
満
た
さ
れ
て
き
て
、
頭
ま

で
水
に
浸
か
り
ぶ
く
ぶ
く
と
泡

を
吐
く
友
人
の
ユ
ニ
ー
ク
な
姿

が
映
し
出
さ
れ
て
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
楽
し
げ
な
笑
い
声
が
響
い

て
い
た
。　

　

国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
こ

の
場
所
、
か
つ
て
は
知
る
人
ぞ

知
る
無
料
で
見
学
可
能
な
施
設

だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
２
０
１
８

年
に
旅
行
会
社
と
連
携
し
た
有

料
見
学
会
が
ス
タ
ー
ト
。「
防

災
イ
ン
フ
ラ
観
光
施
設
」
と
し

て
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
、

じ
わ
じ
わ
と
知
名
度
を
上
げ
て

い
っ
た
。
見
学
会
は
現
在
７
つ

の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
私
が
参
加

し
た
調
圧
水
槽
だ
け
を
見
に
い

く
１
時
間
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
安

全
帯
（
ハ
ー
ネ
ス
）
や
長
靴
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
付
き
ヘ
ル
メ
ッ

ト
等
を
装
備
し
て
立
坑
や
ポ
ン

プ
室
、
イ
ン
ペ
ラ
（
羽
根
車
）

の
内
部
へ
潜
入
す
る
コ
ー
ス
も

好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
る
。
こ
の

調
圧
水
槽
の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー

ル
は
非
日
常
的
な
美
し
さ
が
あ

り
、
映
像
映
え
す
る
背
景
と
し

て
映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
に
も

多
く
使
用
さ
れ
て
い
て
、『
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
や

２
０
１
９
年
の
映
画
『
翔
ん
で

埼
玉
』
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ

ー
ン
に
登
場
し
て
い
る
。

　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目

さ
れ
る
一
方
で
、
首
都
圏
外
郭

放
水
路
は
本
来
、
防
災
の
最
前

線
に
あ
る
施
設
の
た
め
、
大
雨

が
降
っ
て
ポ
ン
プ
が
稼
働
す
る

時
は
当
然
な
が
ら
見
学
で
き
な

い
。
普
段
は
静
か
に
地
下
で
待

機
し
、
豪
雨
の
際
に
人
々
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
稼
働
す

る
。
春
日
部
の
地
下
に
広
が
る

こ
の
神
殿
は
、
日
本
の
技
術
と

防
災
意
識
が
生
ん
だ
現
代
の
守

護
神
と
も
言
え
る
。

　

ま
た
、
春
日
部
と
い
え
ば
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
ア
ジ
ア

を
中
心
に
世
界
的
な
人
気
を
誇

る
漫
画
・
ア
ニ
メ
『
ク
レ
ヨ
ン

し
ん
ち
ゃ
ん
』
の
舞
台
で
あ
る

こ
と
だ
。
春
日
部
駅
に
は
ホ
ー

ム
の
駅
名
標
は
も
ち
ろ
ん
、
ア

ニ
メ
を
見
て
い
た
人
に
は
お
馴

染
み
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
発
車
合

図
と
し
て
流
れ
る
し
、
駅
周
辺

に
は
あ
ち
こ
ち
に
野
原
一
家
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
の
で
、

散
策
し
な
が
ら
探
し
て
み
る
の

も
楽
し
い
。
さ
ら
に
、
地
下
神

殿
見
学
後
に
寄
っ
た
春
日
部
庄

和
地
区
の
「
道
の
駅
庄
和
」
に

は
、
し
ん
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
や
地

元
の
特
産
品
が
た
く
さ
ん
並
ん

で
い
る
の
で
、
お
土
産
を
買
う

な
ら
こ
こ
が
お
す
す
め
。
入
り

口
に
は
こ
の
地
域
の
名
物
で
あ

る
大
き
な
凧
も
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
庄
和
地
区
で
は
毎
年
５

月
、
江
戸
川
河
川
敷
で
「
春
日

部
大
凧
あ
げ
祭
り
」
を
開
催
し

て
い
る
。
展
示
さ
れ
て
い
た
の

は
縦
６
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
「
小

凧
」
だ
が
、
祭
り
の
大
凧
は
重

さ
８
０
０
キ
ロ
、
大
き
さ
は
畳

１
０
０
畳
分（
縦
15
メ
ー
ト
ル
、

横
11
メ
ー
ト
ル
）
に
も
な
り
、

１
０
０
人
以
上
の
引
き
手
が
一

斉
に
綱
を
引
く
の
だ
そ
う
。
初

夏
の
青
空
を
背
景
に
、
巨
大
な

凧
が
風
を
は
ら
ん
で
高
く
舞
い

上
が
る
光
景
を
見
て
み
た
い
も

の
だ
。（
本
紙
／
高
田
由
起
子
）

水
害
を
守
る
地
下
神
殿
を
体
験
す
る　

埼
玉
県
春
日
部
市

　
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
の
御
嶽
駅
を
降

り
る
人
の
多
く
は
、
バ
ス
に
乗

り
換
え
て
御
岳
登
山
鉄
道
（
ケ

ー
ブ
ル
カ
ー
）
で
御
岳
山
を
登

る
か
、
御
岳
橋
を
渡
っ
て
玉
堂

美
術
館
を
見
学
に
行
く
と
思
い

ま
す
が
、そ
の
橋
の
手
前
に「
河

鹿
園
」
と
い
う
看
板
が
あ
る
の

が
目
に
付
き
ま
す
。
立
て
看
板

に
は
「
築
90
年
の
料
理
旅
館
が

そ
の
ま
ま
の
形
で
美
術
館
に
な

り
ま
し
た
」
の
文
字
が
あ
り
、

そ
の
奥
に
あ
る
建
物
が
美
術

館
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

が
、
訪
れ
る
人
は
決
し
て
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

こ
は
穴
場
と
も
い
う
べ
き
素
晴

ら
し
い
美
術
館
な
の
で
す
。

　
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
に

か
け
て
料
亭
旅
館
と
し
て
整
備

さ
れ
た
と
い
う
河
鹿
園
は
、
当

時
の
和
風
建
築
技
術
や
資
材
を

凝
ら
し
た
、
粋
な
意
匠
の
建
物

で
す
。各
部
屋
は
畳
や
床
の
間
、

違
い
棚
を
持
つ
数
寄
屋
造
り

で
、
杉
製
の
襖
や
障
子
が
贅
沢

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま

す
。
園
主
の
ご
祖
父
母
が
、
戦

争
中
疎
開
で
御
岳
に
来
ら
れ
た

川
合
玉
堂
御
夫
妻
に
お
食
事
を

届
け
る
な
ど
お
世
話
を
さ
れ
、

御
夫
妻
亡
き
後
、
玉
堂
の
作
品

の
多
く
が
河
鹿
園
に
寄
贈
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　
１
９
４
８
年
に
現
園
主
の
宇

佐
美
昭
さ
ん
の
祖
父
母
が
旅
館

を
受
け
継
い
た
後
、
高
度
経
済

成
長
期
に
は
多
く
の
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
が
、
後
継
者
不
在
の

た
め
、
２
０
１
７
年
に
旅
館
を

廃
業
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
宇

佐
美
さ
ん
が
園
主
と
な
り
、
旅

館
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
い

「
旅
館
建
物
室
礼
美
術
館
」
と

し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
宇
佐

美
園
主
は
、
元
々
ア
パ
レ
ル
関

係
の
企
画
・
営
業
の
仕
事
を
し

て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
に
長
け
て
お
り
、
全

18
室
の
客
室
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

な
り
、
時
代
物
の
家
具
や
生
け

花
、
御
岳
山
の
緑
と
多
摩
川
の

渓
流
の
景
色
が
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
初
期
の

モ
ダ
ン
な
円
形
風
呂
浴
場
が
現

代
美
術
の
展
示
に
使
わ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
室
礼
（
し
つ
ら
い
）」
と
は
、

掛
け
軸
や
花
な
ど
で
室
内
に
季

節
感
を
装
わ
せ
、
も
て
な
し
の

気
持
ち
を
表
現
す
る
作
法
の
こ

と
で
、
旅
館
の
建
物
や
部
屋
の

し
つ
ら
い
と
と
も
に
、
美
術
を

楽
し
む
場
所
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
部
屋
や
廊
下
な
ど
随
所

に
立
派
な
調
度
品
や
円
山
応
挙

や
池
大
雅
。
菱
川
師
宣
、
伊
藤

若
冲
、
与
謝
蕪
村
等
の
名
品
を

含
む
美
術
品
が
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
そ

の
ま
ま
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

書
や
お
花
、
お
茶
を
嗜
む
園
主

自
ら
の
手
で
玉
堂
の
名
品
や
玉

堂
が
収
集
し
た
美
術
品
を
客
間

に
設
え
、
季
節
の
花
を
添
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
美
園
主

の
手
に
よ
る
解
説
が
書
い
て
あ

り
、
参
考
と
な
る
画
集
等
も
置

い
て
あ
る
の
も
う
れ
し
く
、
時

間
が
あ
れ
ば
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
旅
館
業

当
時
の
食
器
や
什
器
類
の
販
売

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
も
驚
き
で

す
。

　

宇
佐
美
園
主
が
大
病
を
患

い
、
一
度
は
２
０
２
３
年
4
月

16
日
を
も
っ
て
閉
館
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
快
癒

さ
れ
、
現
在
は
年
に
5
回
、
季

節
や
部
屋
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ

て
館
蔵
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3
月
初
旬
に
私
が
訪
問
し
た
時

は
「
新
春
を
寿
ぐ
館
蔵
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
し
た
。
建
物
は

8
棟
が
２
０
２
０
年
に
国
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
建
物
・
景
色
・
美
術
が
三

位
一
体
と
な
り
、
宇
佐
美
園
主

の
美
意
識
が
こ
の
空
間
の
す
べ

て
を
形
作
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。　
　

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

1

 第 554 回

旅館建物
室礼美術館
「河鹿園」

http://www.at-newyork.com/
https://www.his-usa.com/package/city/cun/list/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=banner&utm_campaign=cancun2025
tel:2122136069


（19）　　 ［文化・芸能］ 2026年（令和 8年）3月 21日（土）

EVENT
■オーキッドショー＝ 4/26まで　The New York 
Botanical Garden（2900 Southern Boulevard,Bronx）
毎年恒例のラン展。今年は「Mr. Flower Fantastic’s 
Concrete Jungle」と題し、フラワーアーティストの
ミスター・フラワー・ファンタスティックが、ピザ
店や地下鉄など、NYの街を花で表現する。入場料：
一般＄39、学生・シニア＄35、2～ 12歳は＄17
詳細は www.nybg.org/

MUSIC
■ コ ン サ ー ト「TOKYO DOWNTOWN」 ＝ 3/21  
18:00  The Red Pavilion（1241 Flushing Ave）いま人
気のあるジャパニーズ・シティーポップのコンサー
ト。1980年代の日本のヒット曲を演奏する。出演は、
クニ三上（キーボード）、小川ともや（ギター）、MJ
カング（ベース）、ルスラン・バイマジン（ドラム）
と 4人の歌手・田井中千裕、伊東友子、有川久美子、

西野ル子。入場料：＄18～
詳細は https://www.theredpavilion.com/events
■ピアニストたなかかつこライブ＝ 3/25  18:00・
19:30  Mezzrow（163 W 10th St, basement）たなか
の最新 CD「Sunlight Sky」の発売記念ライブ。共演
はCDの録音メンバーであるロニー・プラキシコ（ベー
ス）とウィリー・ジョーンズ（ドラム）とのトリオ。
CDに収録したオリジナル曲やジャズピアノ巨匠の名
曲を演奏する。入場料：＄35ドル
詳 細 は https://www.smallslive.com/events/32020-
katsuko-tanaka-trio/
■「宮城合奏団演奏会」＝ 3/27  18:00   Miller 
Theatre, Columbia University（2960 Broadway） コ
ロンビア大学中世日本研究所・日本文化戦略研究所
が主催する演奏会。没70周年を迎える宮城道雄（1894
～ 1956年）の筝のための作品を中心としたプログラ
ム。同合奏団を主宰する宮城宗家牧瀨裕理子、宮城
合奏団員 13人、山本邦山（尺八）が来米し演奏を披
露する。演奏曲は、宮城道雄「さくら変奏曲」のほか、
「越天楽変奏曲」ではコロンビア大学雅楽アンサンブ
ルメンバーも加わり 20人近くで演奏する。入場無料
（全席自由）だが要事前登録。
詳細は https://www.imjs-jchi.org/event/
■ニューヨークを拠点に活動するジャズシンガー、
伊東友子（イトウ・ユウコ）が 3月 25日（水）、イー
ストビレッジのジョージアン・レストラン「MEAMA」
にてライブを開催する。 当日はギタリストのクリス・
ベスターフェルトを迎え、ボサノバの名曲を中心に、
ノスタルジックな映画音楽の数々を披露する。
場所：MEAMA Restaurant  時間：午後７時から９時
半まで 78 2nd Ave, New York, NY 10003
 (332) 268-8384　meamanyc.com

　

桜
の
開
花
に
込
め
ら
れ
た
芸

術
的
メ
タ
フ
ァ
ー
を
探
る
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ル
ー

プ
展
「Sakura: A Season of 

Becoming

」が
４
月
17
日（
金
）

か
ら
５
月
15
日
（
金
）
ま
で
、

ル
ー
マ
ニ
ア
文
化
研
究
所
ブ
ラ

ン
ク
ー
シ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東

38
丁
目
２
０
０
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
。
桜
の
開
花
に
体
現
さ

れ
る
自
然
の
季
節
的
変
容
に
思

い
を
巡
ら
せ
た
、
11
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
絵
画
、
写
真
、
映

像
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

サ
ウ
ン
ド
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
な

ど
の
作
品
を
展
示
す
る
。

　

出
展
作
家
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
キ
ン
（
ア
メ
リ

カ
）、
エ
ヴ
ァ
・
ペ
ト
リ
ッ
チ

（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
）、
ジ
ョ
ル
ジ
ェ

ッ
ト
・
シ
ン
ク
レ
ア
（
ル
ー
マ

ニ
ア
）、
マ
イ
ア
・
ス
テ
フ
ァ

ナ
・
オ
プ
レ
ア（
ル
ー
マ
ニ
ア
）、

ニ
コ
ー
ル
・
コ
ー
エ
ン
（
ア

メ
リ
カ
）、
ポ
ー
ル
・
オ
マ
リ

ー
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）、
ソ
リ

ン
・
ス
ク
ル
ト
ゥ
レ
ス
ク
（
ル

ー
マ
ニ
ア
）、
日
本
人
作
家
は
、

依
田
順
子
、
足
立
喜
一
朗
、
藤

本
ま
り
子
、
ソ
フ
ィ
ア
・
チ
ズ

コ
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
４
月
17
日
（
金
）
午

後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
、
７
時

か
ら
は
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ィ
ッ
シ

ュ
キ
ン
に
よ
る
サ
ウ
ン
ド
ア
ー

ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ

れ
る
。
入
場
無
料
。
開
廊
時
間

は
月
〜
木
曜
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
。

依
田
順
子
、
山
桜
、2026

、

ア
ク
リ
ル
、
和
紙
、
オ

イ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
木

製
パ
ネ
ル
、48x48 in. | 

121.9x121.9 cm
　

映
画
祭
「New Directors/

New Films

」
が
4
月
８
日

（
水
）
か
ら
19
日
（
日
）
ま

で
、
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ッ
ト
・
リ

ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｌ

Ｃ
）
とMoMA

で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
日
本
か
ら
は
、
15
日

と
16
日
に
団
塚
唯
我
監
督
の

『Brand New Landscape

（
見

は
ら
し
世
代
）』（
２
０
２
５

年
）
と
、
17
日
と
19
日
に
三
宅

唱
監
督
作
品
『Two Seasons, 

Two Strangers

（
旅
と
日
々
）』

（
25
年
）
が
上
映
さ
れ
る
。
韓

国
人
女
優
シ
ム
・
ウ
ン
ギ
ョ
ン

が
主
演
す
る
『
旅
と
日
々
』
は

キ
ネ
マ
旬
報
社
が
選
出
す
る
、

２
０
２
５
年 

第
99
回
キ
ネ
マ

旬
報
ベ
ス
ト
テ
ン
の
日
本
映
画

部
門
で
１
位
に
、
ウ
ン
ギ
ョ
ン

は
主
演
女
優
賞
に
選
ば
れ
て
い

る
。

　

入
場
料
は
一
般
19
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
16
ド
ル
、
モ
マ

と
Ｆ
Ｌ
Ｃ
の
会
員
は
14
ド
ル
。

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
公
式
サ

イ
トhttps://www.fi lmlinc.

org/new-directors-new-
fi lms-2026

を
参
照
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館

（MoMA

：
西
53
丁
目
11
番
地
）

は
25
日
（
水
）
ま
で
、
マ
リ
リ

ン
・
モ
ン
ロ
ー
の
生
誕
１
０
０

年
を
記
念
し
た
映
画
シ
リ
ー
ズ

「Marilyn Monroe: Celluloid 
Dream

」
を
開
催
し
て
い
る
。

伝
説
的
な
コ
メ
デ
ィ
か
ら
遺
作

と
な
っ
た
ド
ラ
マ
、
さ
ら
に
は

彼
女
の
影
響
を
受
け
た
現
代
作

品
ま
で
全
14
作
品
の
レ
ト
ロ
ス

ペ
ク
テ
ィ
ブ
で
、
彼
女
が
築
き

上
げ
た
不
滅
の
ア
イ
コ
ン
性

と
、
そ
の
裏
に
あ
る
ハ
リ
ウ
ッ

ド
の
「
光
と
影
」
が
多
角
的
に

紹
介
さ
れ
る
。

　

上
映
作
品
は
次
の
通
り
。

・『Gentlem
en Prefer 

Blondes

（
紳
士
は
金
髪
が
お

好
き
）』 （
１
９
５
３
年
）

・ 『The Seven Year Itch

（
七

年
目
の
浮
気
）』 （
１
９
５
5
） 

・『Some Like It Hot

（
お
熱

い
の
が
お
好
き
）』（
１
９
５
９
）

・『The Misfi ts
（
荒
馬
と
女
）』 

（
１
９
６
１
）

・『All About Eve

（
イ
ヴ
の

総
て
）』 （
１
９
５
０
）

・『Don't Bother to Knock

（
ノ
ッ
ク
は
い
り
ま
せ
ん
）』 

（
１
９
５
２
）

・『Monkey Business

（

モ

ン
キ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
）』 

（
１
９
５
２
）

・『Niagara

（
ナ
イ
ア
ガ
ラ
）』 

（
１
９
５
３
）

・『How to M
arry a 

Millionaire

（
百
万
長
者
と
結

婚
す
る
方
法
）』 （
１
９
５
３
）

・『River of No Return

（
帰

ら
ざ
る
河
）』 （
１
９
５
４
）

・『Bus Stop

（
バ
ス
停
留
所
）』 

（
１
９
５
６
）

・『The Prince and the 
Showgirl

（
王
子
と
踊
り
子
）』 

（
１
９
５
７
）

・『Let's Make Love

（
恋
を

し
ま
し
ょ
う
）』（
１
９
６
０
）。

　

そ
し
て
特
別
上
映
と
し
て
、

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ン
チ
監
督

作
『Mulholland Drive
（
マ

ル
ホ
ラ
ン
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
）』

（
２
０
０
１
） 

が
モ
ン
ロ
ー

の
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
夢
と
悪

夢
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
現
代

に
継
承
す
る
作
品
と
し
て
選

出
さ
れ
て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
公
式
サ
イ
ト https://

www.moma.org/calendar/
fi lm/5883

を
参
照
す
る
。

Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
で
25
日
ま
で

Ｍ
・
モ
ン
ロ
ー
特
集

MoMAで映画
「見はらし世代」
4 月８日から上映

桜
を
芸
術
表
現

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ル
ー
プ
展

４
月
17
日
か
ら

https://www.samuraimama.com/
https://shopnyseikatsu.com/
https://www.theredpavilion.com/events
https://www.smallslive.com/events/32020-katsuko-tanaka-trio/
https://www.smallslive.com/events/32020-katsuko-tanaka-trio/
https://www.imjs-jchi.org/event/
http://www.nybg.org/
meamanyc.com
https://www.moma.org/calendar/film/5883
https://www.filmlinc.org/new-directors-new-films-2026
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